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予
算
予
算
と
事
業

と
事
業 
予
算
予
算
と
事
業

と
事
業 
予
算
予
算
と
事
業

と
事
業 
予
算
と
事
業 

平成20年度 

総予算額 

260億円 

※自主財源とは、市税・使用料など市が自ら調達できる財源   
※依存財源とは、国や県の意思により定められた額を交付されたりする収入  

［性質別歳入構成グラフ］ 

今
年
度
予
算
は
、重
点
施
策
の
中
で
も
、特
に
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
、少
子

高
齢
社
会
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
、さ
ら
に
地
域
経
済
の
活
性
化
や
市
の
財

政
基
盤
強
化
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
に
重
点
的
に
配
分
し
ま
し
た
。 

諸収入（２.６％） 

繰越金（１.９％） 

その他 
（２.７％） 

その他 
（５.７％） 

地方交付税 
（２.８％） 
地方譲与税 
（１.４％） 

市債 
（５.４％） 

市税（５８.４％） 

繰入金 
（７.１％） 

県支出金（５.９％） 

国庫支出金（６.１％） 

依
存
財
源（

２７
.３％
）

自主
財

源（
７２
.７
％
）

歳入 

 
将
来
を
見
据
え
た
財
政
運
営 

　

平
成　

年
度
の
予
算
は
、
財
政
状
況
が
厳

２０

し
い
な
か
、
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
健
全
財

政
の
確
立
に
努
め
る
一
方
、
災
害
対
策
を
は

じ
め
と
し
た
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
、

子
育
て
支
援
や
教
育
環
境
の
整
備
な
ど
少
子

化
に
対
応
し
た
事
業
を
行
う
な
ど
、
限
ら
れ

た
財
源
を
市
民
の
暮
ら
し
に
直
接
届
く
事
業

に
重
点
配
分
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
は
、
前
年
度
比
４
・
６
%
増
と

な
る
２
６
０
億
円
、
特
別
会
計
は
、
前
年
度

比　

・
１
%
減
の
１
９
０
億
５
６
７
０
万
円
、

１７
企
業
会
計
は
、
前
年
度
比　

・
９
%
増
の　

１１

３３

億
１
３
０
０
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
収
入
は
、
市
税
を
は
じ
め
と

す
る
自
主
財
源
を
１
８
９
億　

万
円
計
上
し

８７

ま
し
た
。
景
気
回
復
な
ど
で
個
人
・
法
人
市

民
税
が
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

支
出
で
は
、
こ
ど
も
医
療
費
助
成
の
対
象

年
齢
拡
大
、
新
た
な
子
育
て
支
援
策
や
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
の
少
子
化
対
策
経
費

に
よ
り
民
生
費
が
２
・
５
%
増
と
な
り
、
構

成
比
が
引
き
続
き
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

土
木
費
で
は
、
兼
山
地
区
で
の
市
営
住
宅

の
新
規
建
設
、
通
学
路
を
は
じ
め
と
し
た
生

活
関
連
道
路
、
公
園
、
下
水
道
整
備
事
業
の

進
展
な
ど
に
よ
り
、　

・
０
%
増
と
な
り
ま

１０

し
た
。

　

教
育
費
で
は
、
今
渡
北
小
学
校
の
校
舎
増

築
や
児
童
ク
ラ
ブ
の
施
設
建
設
な
ど
に
よ

増減（％）１９年度２０年度区　　分
４.０１,４５９,７４１１,５１７,７００市 税

自
主
財
源

５６.０１１８,６９４１８５,１４７繰 入 金
▲２.１６８,６７５６７,２００諸 収 入
０５０,０００５０,０００繰 越 金

▲７.７７５,８７０７０,０４０その 他 ( 自 主 ）
３２.１１２０,２０５１５８,７６７国 庫 支 出 金

依
存
財
源

▲０.７１５４,２７５１５３,１３６県 支 出 金
▲１３.４１６２,０４０１４０,３１０市 債
▲２８.２１０３,０００７４,０００地 方 交 付 税
２.０３５,５００３６,２００地 方 譲 与 税
７.７１３７,０００１４７,５００その 他 ( 依 存 ）
４.６２,４８５,０００２,６００,０００合　　計

※市税：市民税、固定資産税、都市計画税、軽自動車税など
※市債：施設の建設や土木工事など、多額の費用を要するとき、また世代間の公
平な負担を図るため、費用の一部を金融機関等から借りる資金
※国庫支出金：特定目的の事業の財源として国が地方に交付する補助金など
※地方譲与税：国税のうち一定の基準により国から地方へ譲与するもの

（単位：万円）

予算 
平成20年度 

予算 
平成20年度 

予
算
と
事
業 
予
算
と
事
業 
予
算
と
事
業 

市民1人当たりの 
市 税 収 入  支　　出 

固定資産税 59,863円 

民 生 費 63,955円 市 民 税 
（法人市民税含む） 

69,618円 

教 育 費 39,196円 都市計画税 11,458円 

土 木 費 40,649円 

市たばこ税 4,955円 総 務 費 

その他 その他 

31,865円 

1,572円 

合計147,466円 

76,961円 

合計252,626円 
３月１日現在の人口（１０２,９１９人）で計算  

一般会計 

特別会計・企業会計  
合計223億6,970万円  

［目的別歳出構成グラフ］ 

民生費（２５.３％） 
 

土木費（１６.１％） 

教育費（１５.５％） 

総務費（１２.６％） 

衛生費（１０.４％） 

公債費（１１.８％） 

消防費（３.８％） 
農林水産業費（２.３％） 

その他（２.２％） 

歳出 

広報かに ２００８.４.１�

り
、
９
・
５
%
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

公
債
費
で
は
、
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て

将
来
の
財
政
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
高
金

利
の
借
入
金
を
繰
上
償
還
し
ま
す
。
ま
た
、

衛
生
費
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
へ
の
取
り

組
み
を
強
化
す
る
と
と
も
に
妊
婦
健
診
の
助

成
拡
大
に
必
要
な
経
費
な
ど
を
、
消
防
費
で

は
、
す
べ
て
の
公
共
施
設
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置

経
費
、
消
防
車
庫
の
建
設
費
な
ど
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

　

特
別
会
計
で
は
、　

歳
以
上
の
高
齢
者
を

７５

対
象
と
す
る
独
立
し
た
医
療
制
度
の
開
始
に

伴
な
い
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
を
新

設
し
て
い
ま
す
。

増減（％）１９年度２０年度区　　分
２.５６４２,１９４６５８,２１９民 生 費
１０.０３８０,４９８４１８,３５８土 木 費
９.５３６８,４８１４０３,３９９教 育 費
▲９.５３６２,５６４３２７,９５２総 務 費
２１.５２５２,６７０３０６,９３４公 債 費
０.７２６７,１５７２６９,０４０衛 生 費
２.０９７,３６５９９,３３９消 防 費
３.３５７,７０９５９,６１４農 林 水 産 業 費
１.４５６,３６２５７,１４５そ の 他
４.６２,４８５,０００２,６００,０００合　　計

※民生費：子ども、高齢者、障がい者の主に福祉に要する経費
※土木費：道路、公園、住宅などの整備に要する経費
※総務費：選挙や戸籍、徴税、市の財産管理に要する経費
※公債費：市債の返済に要する経費
※衛生費：ごみ処理、リサイクル費用、保健衛生などに要する費用
※消防費：消防活動、消火栓などの施設整備に要する経費

（単位：万円）

増減（％）１９年度２０年度区　　分
０.４８３６,９００８３９,９００国 民 健 康 保 険 事 業

▲８０.８５５７,０００１０７,１００老 人 保 健
皆増－７０,０００後 期 高 齢 者 医 療
▲２.３４０２,４７０３９３,０２０介 護 保 険
０１,１８０１,１８０簡 易 水 道 事 業

▲７.７６５０６００飲 料 水 供 給 事 業
０１５,２００１５,２００自家用工業用水道事業

１１.７３３２,８００３７１,７００公 共 下 水 道 事 業
２２.１２９,０００３５,４００特定環境保全公共下水道事業
２５.６２０,３００２５,５００農 業 集 落 排 水 事 業
▲５７.４１０２,１００４３,５００可児駅東土地区画整理事業
３.２２,４９０２,５７０財 産 区（５地 区の計 ）

▲１７.１２,３００,０９０１,９０５,６７０合　　　　計

特別会計 （単位：万円）

企業会計 
増減（％）１９年度２０年度区　　分
１１.９２９６,２００３３１,３００水 道 事 業



�

　
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
事
業 

５
０
０
０
万
円

　

可
児
市
で
は
、
平
成　

年
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４

１２

０
０
１
を
取
得
、
ま
た
平
成　

年
度
か
ら
環

１２

境
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
す
る
な
ど
、
環
境
問
題

に
対
す
る
普
及
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。
平

成　

年
度
か
ら
は
、
さ
ら
に
今
後
５
年
を
地

２０
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
重
点
期
間
と
し
て
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
主
に
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
源

対
策
と
し
て
、
植
樹
に
よ
る
緑
化
の
推
進
を

中
心
に
展
開
す
る
こ
と
の
ほ
か
、
レ
ジ
袋
廃

止
に
向
け
て
の
啓
発
な
ど
、
今
後
こ
う
し
た

活
動
に
つ
い
て
、協
議
会
等
も
立
ち
上
げ
て
、

有
効
な
施
策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
公
共
施
設
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
等 

１
１
５
０
万
円

　

平
成　

年
度
か
ら
、
市
内
公
共
施
設
に
Ａ

１８

Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を
設
置
し

て
い
ま
す
。　

年
度
は
公
民
館
・
市
立
保
育

２０

園
な
ど
残
り
全
て
の
市
の
施
設　

箇
所
に
設

３１

置
し
ま
す
。
ま
た
、
私
立
幼
稚
園
・
保
育
園

に
対
し
て
も
設
置
費
用
を
補
助
し
て
い
き
ま

す
。

　
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
の
設
置 

９
５
０
万
円

　

緊
急
地
震
速
報
な
ど
の
即
時
対
応
が
必
要

と
さ
れ
る
緊
急
情
報
を
、
瞬
時
に
市
民
に
伝

達
し
、
防
災
・
減
災
（
災
害
の
軽
減
）
に
役

立
て
る
た
め
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
を

整
備
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
人
工
衛
星
を
通
じ

て
、
国
か
ら
送
信
さ
れ
る
緊
急
情
報
（
緊
急

地
震
速
報
な
ど
）

を
市
の
防
災
無

線
を
自
動
的
に

起
動
さ
せ
て
放

送
す
る
も
の
で

す
。

　
木
造
住
宅
耐
震
診
断
の
無
料
化 

２
７
０
万
円

　

こ
れ
ま
で
、
診
断
費
用
（
３
〜
４
万
円
）

の
う
ち
２
万
円
を
市
が
助
成
し
て
い
ま
し
た

が
、
平
成　

年
度
か
ら
は
無
料
化
し
て
推
進

２０

し
ま
す
。
建
物
所
有
者
か
ら
、
希
望
の
申
し

出
が
あ
れ
ば
、
耐
震
相
談
士
を
無
料
で
派
遣

し
、
診
断
結
果
・
簡
単
な
補
強
方
法
と
概
算

工
事
費
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ア
ー
ラ
事
業 

５
億
１
０
０
０
万
円

　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー「
ア
ー
ラ
」
で
は
、
平

成　

年
度
に
、
文
化
芸
術
振
興
財
団
と
「
文

２０
学
座
」、「
新
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響

楽
団
」
が
地
域
拠
点
契
約
を
締
結
し
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
団
体
が
、
市
内
の
学
校

な
ど
で
地
域
に
お
け
る
様
々
な
芸
術
活
動
を

展
開
す
る
計
画
で
す
。
ま
た
、
ア
ー
ラ
で
は

独
自
に
、
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
制
作
公
演

に
取
り
組
む
な
ど
、
よ
り
身
近
な
劇
場
と
な

る
よ
う
運
営
し
ま
す
。

　
運
動
公
園
整
備
事
業 

２
億
４
０
７
８
万
円

　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
拠
点
施
設
と
し
て
整
備

し
て
い
る
坂
戸
の
運
動
公
園
に
お
い
て
は
、

南
駐
車
場
整
備
や
南
北
進
入
路
な
ど
周
辺
整

備
か
ら
順
次
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

　
次
郎
兵
衛
塚
１
号
墳
整
備
工
事 

９
２
０
万
円

　

県
史
跡
の
川
合
次
郎
兵
衛
塚
１
号
墳
は
、

平
成
５
年
に
復
元
整
備
さ
れ
、
広
く
公
開
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
経
年
に
よ
る
周

溝
な
ど
の
劣
化
し
た
箇
所
を
改
修
し
、
保
護

す
る
工
事
を
行
い
ま
す
。

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
ののののののののののののののののののののののののののののの
主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主
ななななななななななななななななななななななななななななな
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概
要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要

平
成　

年
度
の
主
な
事
業
概
要

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２０００００００００００００００００００００００００００００２０

１　

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り

２　

地
域
資
源
を
活
か
し
た
う
る
お
い
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り

３　

少
子
高
齢
社
会
の
進
展
に
対
応
し

た
ま
ち
づ
く
り

　
こ
ど
も
医
療
費
の
充
実 

４
億
７
２
９
２
万
円

　

入
院
・
外
来
に
係
る
医
療
費
自
己
負
担
分

に
対
す
る
助
成
が
、
小
学
校
６
年
生
ま
で
で

あ
っ
た
の
を
、
中
学
校
３
年
生
ま
で
に
拡
充

し
ま
す
。

　
す
く
す
く
き
っ
ず
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業 

２
２
２
０
万
円

　

就
学
前
の
親
子
の
遊
び
場
・
ふ
れ
あ
い
の

場
と
し
て
、
常
設
の
子
育
て
サ
ロ
ン
を
総
合

会
館
１
階
に
開
設
し
ま
す
。
ま
た
、
広
見
地

区
の
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
所
を

補
助
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
保
育
園
待
機
児
の
解
消
の
た
め

２
歳
ま
で
の
子
ど
も
を
保
育
士
資
格
の
あ
る

人
の
自
宅
で
保
育
す
る
「
保
育
マ
マ
事
業
」

を
開
始
し
ま
す
。
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子
育
て
支
援
の
充
実 

公
立
保
育
園
運
営 　

２
億
８
３
９
万
円

私
立
保
育
園
整
備
補
助 

６
６
５
０
万
円

　

土
曜
日
１
日
の
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
、
公
立
保
育
園
の
全
園
に
お
い
て
土
曜

日
１
日
保
育
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
通
常

保
育
に
加
え
て
、
病
児
・
病
後
児
保
育
、
休

日
保
育
、
夜
間
保
育
な
ど
の
特
別
保
育
を
行

う
保
育
園
の
平
成　

年
開
園
を
支
援
し
ま

２１

す
。

　
今
渡
北
小
学
校
増
築
・
児
童
ク
ラ
ブ
整
備 

増
築　
 

　

３
億
６
７
０
０
万
円

児
童
ク
ラ
ブ　
 
　

４
３
１
７
万
円

　

今
渡
北
小
学
校
で
は
、
児
童
が
急
増
し
て

お
り
、
平
成　

年
度
か
ら
は
プ
レ
ハ
ブ
校
舎

１６

の
５
教
室
を
緊
急
に
使
用
し
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
今
年
度
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

３
階
建
で　

教
室
分
、
１
７
２
１
㎡
の
校
舎

１２

を
増
築
し
ま
す
。
ま
た
、
児
童
ク
ラ
ブ
室
も

プ
レ
ハ
ブ
施
設
で
し
た
が
、
軽
量
鉄
骨
造
約

３
０
０
㎡
の
施
設
を
新
築
し
ま
す
。

　
都
市
拠
点
施
設
基
本
構
想
策
定 

５
０
０
万
円

　

Ｊ
Ｒ
可
児
駅
、
名
鉄
新
可
児
駅
を
中
心
と

し
た
可
児
駅
東
地
区
に
お
い
て
「
交
通
拠
点

と
し
て
の
再
生
」「
新
た
な
都
市
サ
ー
ビ
ス
拠

点
の
形
成
」「
土
地
利
用
の
最
適
化
と
市
街
地

環
境
の
向
上
」
を
進
め
る
た
め
、
今
後
望
ま

れ
る
都
市
拠
点
施
設
の
基
本
構
想
を
策
定
し

ま
す
。

　
さ
つ
き
バ
ス
の
ル
ー
ト
・
ダ
イ
ヤ
改
正 

８
９
６
万
円

　

さ
つ
き
バ
ス
の
運
行
体
制
は
、
前
回
の
見

直
し
か
ら
３
年
半
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
間

に
も
需
要
状
況
は
変
化
し
て
お
り
、
平
成　
２０

年
度
に
地
域
公
共
交
通
協
議
会
に
よ
る
協
議

を
経
な
が
ら
見
直
し
ま
す
。
平
成　

年
４
月

２１

か
ら
の
見
直
し
を
目
標
と
し
ま
す
。

　
兼
山
地
区
の
市
営
住
宅
建
設 

２
億
３
０
０
０
万
円

　

兼
山
地
区
に
お
い
て
、
建
築
年
が
古
く
老

朽
化
し
た
住
宅
の
建
て
替
え
を
行
い
ま
す
。

市
営
新
兼
山
口
住
宅
の
隣
接
地
に
（
仮
称
）

新
浅
間
平
住
宅
を
建
設
し
ま
す
。
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
４
階
建
、　

戸
の
計
画
で
す
。

１６

　
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー
の
運
営 

１
４
９
２
万
円

　

こ
の
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
多
文
化
共
生

セ
ン
タ
ー（
フ
レ
ビ
ア
）
は
、
指
定
管
理
者
と

し
て
可
児
市
国
際
交
流
協
会
が
運
営
し
、
①

生
活
情
報
、
国
際
情
報
等
の
提
供
②
日
本
語

の
学
習
支
援
③
外
国
人
の
た
め
の
相
談
④
交

流
の
場
の
提
供
と
い
っ
た
４
つ
の
機
能
を
柱

に
事
業
展
開
し
ま
す
。講
座
な
ど
を
通
し
て
、

お
互
い
が
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
を
認
め
合
う
中

で
共
生
社
会
を
形
成
し
て
い
く
拠
点
と
し
ま

す
。

　
コ
ン
ビ
ニ
収
納
準
備 

１
４
７
万
円

　

市
民
の
市
税
等
納
付
に
お
け
る
利
便
性
の

向
上
を
図
る
た
め
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
を
市
税
等
の
納
付
窓
口
に
加
え
る
準
備
を

し
ま
す
。
平
成　

年
度
か
ら
水
道
料
金
、
軽

２１

自
動
車
税
の
収
納
を
始
め
ま
す
。

４　

人
と
地
域
が
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

５　

市
民
参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

主な事業
（★印は新規事業）

単位：万円

多文化共生センター（フレビア）

【市民参画と協働のまちづくり】 
★市債の繰上償還（一般会計）
 ５７,３２７
　庁舎増改築耐震補強事業 ５６,９６６
　総合会館改修事業  ３,１２０
　集会場施設整備事業  ２,７００
★指定道路台帳の整備  １,１３６
　まちづくり支援事業  ９９７
　市民意識調査  １６０

【人と地域が元気なまちづくり】 
　道路維持事業  ２８,４２７
　可児駅東土地区画整理事業
　（繰出金）  ２７,７６２
　可児駅前線街路事業  １８,４３３
　市道３４号線道路改良事業
　（下切・二野線）  １４,３５５
　バス交通運営事業  ７,０５７
★農家台帳システムの整備  １,４１８
★明智城址公園整備  １,１９９
★市道５６号線道路改良事業
　（二野・大森線）  １,０００
　農地・水・環境保全向上対策事業
  ４９９

【少子高齢社会の進展に
対応したまちづくり】

　児童手当事業  ８６,１１５
★後期高齢者医療の開始  ５３,６０８
　ひとり親家庭支援事業  ２８,４８５
　福祉センター大規模改修事業  
 １５,０００
　児童クラブ運営事業  ９,０３６
　スクールサポート事業  ７,８００
★妊婦健診の充実  ３,１５０
　ヘルスアップ事業  １,０２５
★障がい者就労支援相談事業  ３５６

【地域資源を活かした
うるおいのあるまちづくり】

　公民館活動経費  ８,７０４
　市史編纂事業  ２,９０７
　花のまち可児・手づくり絵本大賞事
業  ５００

　景観計画策定業務  ４７３

【安全で安心して
暮らせるまちづくり】

　交通安全施設整備  ４,７６０
　消防車庫・消防自動車整備事業 
  ３,６２０
　防災備蓄倉庫の整備  ８５０
　自主防災組織育成事業  ６４２
★蘇南中学校耐震補強事業  ５００
　橋りょう耐震補強事業  ４４０
　青色回転灯パトロール事業  ３３０
★防災パンフレット（外国語版）作成 
  １６０
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男女がともに「仕事と家庭を両立」するために 
　　　　　　必要な条件整備について（複数回答） 
 

出産・育児に対する 
経済的な支援の拡充 

子育て中の柔軟な 
勤務形態の充実 

父親が子育てに十分かかわる 
ことができる職場環境の整備 

子育ての悩み相談窓口 
などの充実 

保育サービスの充実 

ファミリーサポートセンター 
事業や学童保育など、地域 
の子育て支援の充実 
子育て中の専業主婦の 
リフレッシュ支援 

母子家庭、父子家庭への 
支援 

子育て中の仲間づくり 

出産・子育て後に再就職 
しやすい制度づくり 

その他 

その他 

年間労働時間を短縮することや、 
休暇の取りやすい職場環境づくり 

柔軟な勤務形態の導入 
（フレックスタイム制、在宅勤務） 

代替要員の確保など、育児や介護休 
業制度を利用できる職場環境づくり 

出産や介護等で退職した場合の 
再雇用制度の導入 

パートタイマーなどの労働条件 
の改善 

所得税の配偶者特別控除など 
税制の見直し 

男女間の賃金格差をなくす 

育児・介護休業中の賃金、その 
他の経済的給付の充実 

保育や介護の施設・サービスの拡充 

企業経営者の意識改革 

働き続けることに対する家族や 
周囲の理解と協力 

前回平成１０年の調査との比較 

今回の調査 

性別役割分担意識について 

安心して子どもを生み育てるために必要なことについて 

全体 
女性 
男性 

【全体】 

今回調査 

前回調査 

【女性】 

今回調査 

前回調査 

【男性】 

今回調査 

前回調査 

全体 
【性別】 
女性 
男性 
【年齢】 
２０歳代 
３０歳代 
４０歳代 
５０歳代 
６０歳代 
７０歳以上 

全体 
女性 
男性 

「男は仕事、女は家庭」がよい 
男女とも仕事をするが、家事・ 
　育児・介護は女性の役割である 

男女とも仕事をし、家事・育児・ 
　介護の役割も分かち合うのがよい 

「女は仕事、男は家庭」でもよい 
その他 
不明・無回答 

０ ２０ ４０ ６０ ７０ 

０ ２０ ４０ ６０ 

14.6

16.9

11.5

12.3

18.5

22.0

14.6

11.5

18.5

6.8

9.9

10.7

9.8

16.3

24.7

8.8

8.3

3.4

5.5

15.5

11.3

8.8

3.4

15.5

2.7

6.3

4.6

6.3

11.4

14.8

66.8

63.5

75.5

71.8

56.5

53.9

56.1

35.0

29.6

15.0

28.4

25.4

10.0

16.4

10.8

42.9

2.0

50.0

36.2

28.3

15.1

27.9

32.1

10.0

14.7

12.1

45.3

1.7

64.7

34.2

31.5

14.9

29.1

17.7

10.1

18.8

9.5

40.2

2.4

51.6

34.0

32.6

45.2

30.5

30.0

25.8

25.6

33.7

28.6

40.3

1.6

48.1

33.2

31.7

43.8

35.3

28.7

28.5

24.7

37.7

28.3

46.0

1.3

57.1

35.1

34.0

47.6

25.0

32.1

22.6

27.4

29.3

29.6

33.2

2.2

66.8

75.5

56.5

75.7

69.4

72.5

74.1

67.8

52.7

4.7

6.3

4.5

5.8

5.2

7.0

4.7

4.5

5.2

9.5

8.1

6.9

4.9

1.5

2.7

4.1

5.1

4.0

4.6

4.3

5.9

4.1
4.0

4.3

5.4

6.3

5.3

4.2

3.0

2.7

0.9

1.1

0.9
1.1

0.7

2.2

０ ２０ ４０ ６０ ８０ １００ 

０ ２０ ４０ ６０ ８０ １００ 
（％） 

（％） 

（％） 

（％） 

男
女
平
等
に
関
す
る
意
識

　
「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
が
よ
い
」
と
回
答

し
た
人
は
前
回
調
査
に
比
べ
て
減
少
し
、
全

体
の　

・
８
％
が
「
男
女
と
も
仕
事
を
し
、

６６

家
事
・
育
児
・
介
護
も
分
か
ち
合
う
の
が
よ

い
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
男
性

よ
り
女
性
で
そ
の
傾
向
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
年
齢
別
で
は
、　

歳
以
上
で
「
家
事
・

６０

育
児
・
介
護
」
を
女
性
の
役
割
と
回
答
し
て

い
る
人
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
男
女
と
も
仕
事
を
す
る
が
、家
事
・

育
児
・
介
護
は
女
性
の
役
割
で
あ
る
」
と
回

答
し
た
人
は
男
性
が
女
性
の
４
倍
以
上
で
、

さ
ら
に
、
男
性
は
前
回
調
査
に
比
べ
高
く
な

っ
て
い
ま
す
。

子

育

て

　

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
た
め
に

は
、
男
女
と
も
に
子
育
て
に
か
か
る
出
費
な

ど
に
関
心
が
高
く
、
特
に
男
性
で
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
女
性
は
経
済
面
の
ほ
か
に
、
就

労
に
関
す
る
こ
と
に
関
心
が
高
い
よ
う
で

す
。
再
就
職
し
や
す
い
制
度
づ
く
り
に
つ
い

て
は
男
性
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

就

労

　

男
女
が
と
も
に
「
仕
事
と
家
庭
を
両
立
」

す
る
た
め
に
必
要
な
条
件
整
備
に
つ
い
て
、

男
女
と
も
に
「
年
間
労
働
時
間
を
短
縮
す
る

こ
と
や
、
休
暇
の
取
り
や
す
い
職
場
環
境
づ

く
り
」
の
関
心
が
高
く
、
全
体
で　

・
６
％

５１

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
女
性
は

「
働
き
続
け
る
こ
と
に
対
す
る
家
族
や
周
囲

の
理
解
と
協
力
」、
男
性
は
「
出
産
や
介
護
等

で
退
職
し
た
場
合
の
再
雇
用
制
度
の
導
入
」

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

市
は
、
今
年
度
、「
可
児
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
の
策
定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
意
識
や
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、

平
成　

年
９
月
〜　

月
に
、
市
内
在
住
の　

歳
以
上
の
男
女
２
０
０
０
人
に
調
査
票
を
郵
送

１９

１０

２０

し
、
８
４
９
人
（　

・
７
％
）
か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

４２

こ
こ
で
は
、
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

市
民
意
識
調
査
の
結
果
報
告

調
査
報
告
書
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い

　

調
査
結
果
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
、他
の
項
目
も
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
図
書
館
本
館
や
市
役
所
の
市
政
資
料
コ

ー
ナ
ー
で
も
閲
覧
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http//w
w
w
.city.kani.lg.

jp/shisei/danjo/index.htm
l

●
問
合
先　

総
合
政
策
課
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おもな概要  
　都市経営推進体制の強化　
　都市経営の視点で財政力の強化、事務事業の見直し、

地域経済活性化策などを検討し提案していくため、総合

政策課行革推進係に専任職員を配置しました。

　収納課の設置　
　収納率の向上を目指して、市税の収納、徴収業務に加

えて、国民健康保険税のほか他課が取り扱う各種手数料、

使用料等についての徴収方法の指導、滞納状況調査、納付

方法の拡大などに取り組むため、収納課を設置しました。

　営繕管理係の設置　
　市の施設の維持管理状況を総合的に把握して、今後の

施設改修等を計画的、効率的に実施していくため、建築

指導課に営繕管理係を設置しました。

　教育政策係の設置　
　Educe９のステップアップ、放

課後こどもプラン、教育改革、

いじめ問題などの教育施策

を総合的に企画立案し

関係部署と調整してい

くため、教育政策係を

設置しました。

●問合先　総合政策課

場　所新旧

庁舎東館２階

税 制 係

税 務 課

税 制 係

税 務 課

市 民 税 係市 民 税 係
土 地 係土 地 係
家 屋 係家 屋 係
収 納 係

収 納 課収 納 係
徴 収 係

総合会館２階

健康福祉政策係

福 祉 課

健康福祉政策係
福 祉 課 生 活 福 祉 係生 活 福 祉 係

障 が い 福 祉 係障 が い 福 祉 係
福 祉 医 療 係福 祉 医 療 係

いきいき長 寿 課
高 齢 福 祉 係

いきいき長 寿 課

高 齢 福 祉 係
介 護 給 付 係介 護 給 付 係
介 護 認 定 係介 護 認 定 係
介 護 予 防 係介 護 予 防 係

庁舎西館２階

計 画 調 整 係

都 市 計 画 課

計 画 調 整 係
都 市 計 画 課 景 観 係景 観 係

街 路 公 園 係街 路 公 園 係
用 地 係県道用地対策係県道用地対策室
建 築 係

建 築 指 導 課
建 築 係

建 築 指 導 課 土 地 利 用 係土 地 利 用 係
営 繕 管 理 係住 宅 係

庁舎西館４階

教 育 政 策 係

教 育 総 務 課

総 務 係

教 育 総 務 課 総 務 係施 設 第 １ 係

施 設 係施 設 第 ２ 係

新たな行政課題や市民ニーズに迅速に対応していくため、市は組織機構改革を行いました。
４月１日から変更となる課、係は、下表のとおりです。



�

 　

納
税
は
、
教
育
・
労
働
と
と
も
に
国
民
の

三
大
義
務
の
一
つ
で
あ
り
、
滞
納
と
な
っ
た

市
税
を
放
置
し
て
お
く
こ
と
は
、
納
期
内
に

き
ち
ん
と
納
税
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
大
部

分
の
納
税
義
務
者
と
の
公
平
性
を
欠
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
滞
納
金
額
の
増
加
は
市
の
財
政
状

況
を
悪
化
さ
せ
、
将
来
的
に
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
支
障
を
来
た
す
こ
と
に
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
本
市
は
、
こ
れ
ま
で
の
徴

収
体
制
を
大
幅
に
見
直
し
て
平
成　

年
４
月

２０

か
ら
収
納
課
を
新
設
し
、
滞
納
者
に
対
す
る

滞
納
処
分
を
強
化
し
ま
す
。

 
税
金
を
納
め
ず
に
放
置
す
る
と
…

　

地
方
税
法
に
は
、「
納
税
者
が
督
促
状
を
受

け
、
完
納
さ
れ
な
い
場
合
、
市
町
村
徴
税
吏

員
は
滞
納
者
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
明
記
さ
れ
て
お
り
、
滞
納

状
態
を
放
置
す
る
と
、
滞
納
者
の
意
思
に
関

係
な
く
、
本
税
に
督
促
手
数
料
・
延
滞
金
を

加
え
た
滞
納
税
額
が
強
制
徴
収
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
市
は
本
来
な
ら
不
要
な
、
滞

納
処
分
に
伴
う
調
査
の
経
費
や
時
間
を
費
や

し
、
滞
納
者
は
経
済
的
な
損
失
が
増
え
、
社

会
的
信
用
を
失
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
大
切
な
市
税
を
有
効
に
使
う
た

め
に
、
納
期
内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
納
税
で
き
な
い
事
情
が
あ
る
人
は
…

　

災
害
、
病
気
、
失
業
や
事
業
の
損
失
な
ど

の
事
実
に
よ
り
、
や
む
を
得
ず
税
金
を
納
期

ま
で
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

事
情
を
お
聞
き
し
た
上
で
分
割
納
付
な
ど
徴

収
の
猶
予
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

事
情
が
あ
る
場
合
は
、
納
税
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
収
納
課
徴
収
係
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 
税
金
は
最
優
先
で
す

　
「
家
や
車
の
ロ
ー
ン
が
あ
る
か
ら
払
え
な

い
」
と
い
う
話
が
よ
く
あ
り
ま
す
が
、
法
律

に
よ
っ
て
、
税
金
は
す
べ
て
の
債
務
（
借
金
）

に
優
先
し
て
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
国
税
や
地
方
税
で
は
、
行
政

機
関
に
調
査
や 
差 
さ
し 
押 
を
す
る
権
限
が
与
え
ら

お
さ
え

れ
て
お
り
、
金
融
機
関
の
預
貯
金
口
座
や
、

勤
務
先
か
ら
の
給
与
な
ど
に
つ
い
て
調
査
し

た
り
、
財
産
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

預
貯
金
が
あ
る
の
に
税
金
を
払
わ
な
い
こ

公
平
な
納
税
の
た
め
に

　
　

収
納
課
を
新
設
し
ま
す

滞納処分は法律に基づく強制処分です 

督促発送

財産調査

財産差押

換 価

配 当

完 納

納期限までに市税が完納されない場合は、督促状を発
しなければなりません。
（地方税法第329条、第371条、第457条、第726条ほか）

滞納処分のため必要があるときは、滞納者、官公庁、金
融機関、取引先などに対し、質問および検査、捜索をす
ることができます。
（国税徴収法第141～146条）

督促状を発した日から10日を経過した日までに、納税
者が滞納となっている市税を完納しないときは、その
納税者の財産を差し押さえなければなりません。
（地方税法第331条、第373条、第459条、第728条ほか）

差し押さえた金銭債権は、取立てを行います。
（国税徴収法第67条）
差し押さえた不動産などの公売は、入札又はせり売り
により行います。
（国税徴収法第94条）

換価代金を差押に係る市税へ充当します。
（国税徴収法第129条）

※地方税の滞納処分については、地方税法に定めるもののほか、国税徴
収法に規定する滞納処分の例によることとされています。
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と
は
、
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

税
金
の
滞
納
が
あ
る
場
合
の
財
産
調
査
に

対
す
る
個
人
情
報
提
供
に
つ
い
て
は
、
個
人

情
報
保
護
法
に
は
一
切
抵
触
せ
ず
、
金
融
機

関
や
勤
務
先
は
調
査
に
回
答
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

 
捜
索
と
差
押

　

市
で
は
、「
滞
納
者
」
と
や
む
を
得
な
い
事

情
で
税
金
の
納
付
が
困
難
な
人
と
を
見
極
め

る
た
め
、
財
産
調
査
（
預
貯
金
調
査
、
不
動

産
所
有
状
況
の
調
査
、
給
与
支
給
状
況
調
査

な
ど
）
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
よ
り
差
押
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
は
、
従
来

の
方
法
で
財
産
が
発
見
で
き
な
か
っ
た
滞
納

者
に
対
し
、
滞
納
者
の
住
居
や
店
舗
に
立
ち

入
る
「
捜
索
」
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

捜
索
は
、
徴
税
吏
員
に
与
え
ら
れ
た
最
終

手
段
で
、
滞
納
者
の
自
宅
な
ど
に
対
し
て
立

入
調
査
を
実
施
し
、
所
有
財
産
を
差
し
押
さ

え
る
も
の
で
す
。

　

今
後
も
、
納
期
内
に
納
税
し
て
い
る
大
多

数
の
皆
さ
ん
と
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
滞

納
者
に
は
毅
然
と
し
た
態
度
で
対
応
し
、
滞

納
処
分
を
執
行
し
ま
す
。

　
市
税
の
納
付
に
関
す
る
ご
相
談
は　

収
納
課
徴
収
係

　

�
�
１
１
１
１
（
内
線
２
３
７
１
・
２

３
７
２
）　

�
�
０
０
６
１

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

市税を滞納してしまうと…
滞 納 発 生

短 期 間 で 納 税 で き る

具 体 的 な 納 税 計 画 が で き る

財 産 調 査

財産の差押・換価

滞納市税へ充当 徴収猶予・滞納処分の執行停止

市 税 の 完 納 納 税 義 務 の 消 滅

納 税 催 告 （文書で早期完納を通知）
※督促手数料・延滞金が加算されます

分納不履行

●預貯金・生命保険、給与、売掛債権など
●動産、不動産 ●自宅などの捜索

財産有り
財産無し

（生活を著しく窮迫するおそれが
ある場合など）

はい

はい

いいえ

いいえ

払いたくても払えない…そんな時は早めのご相談を 

延滞金について 
「延滞金の額が高すぎる！」 
と言われる人がいます。 
　延滞金は、地方税法で徴収しなければならないものと
定められ、年率１４.６％（納期後１カ月間は年率４.７％）
で計算されます。 
　納期をきちんと守って納付をされた人との公平性のた
めにも、延滞金はいただきます。 

差押について 
「いきなり差し押さえられた！」 
と言われる人がいます。 
　税は納期内納付が大原則です。地方税法には、督
促状発送日から１１日過ぎれば差し押さえしなければなら
ないと明示されています。しかも、本市では督促後も何
度か催告書を送付したうえで差押を行っています。 
　納税相談の機会はあったはずです。 
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市
は
、
こ
れ
ま
で
第
１
子
の
誕
生
の
保
護

者
を
対
象
に
、
授
乳
の
指
導
や
育
児
全
般
の

相
談
を
行
う
「
新
生
児
訪
問
」
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
育
児
に
関
す
る
悩
み
は
第
２
子

の
誕
生
以
降
も
意
外
と
多
い
こ
と
か
ら
、
昨

年　

月
か
ら
第
２
子
以
降
の
す
べ
て
の
乳
児

１１
を
対
象
に
、
子
育
て
に
関
す
る
相
談
や
市
の

育
児
関
連
事
業
の
情
報
を
お
届
け
す
る
「
ス

マ
イ
ル
マ
マ
訪
問
事
業
」を
開
始
し
ま
し
た
。

訪
問
時
期

　

生
後
４
カ
月
を
迎
え
る
こ
ろ
を
め
ど
に
、

ス
マ
イ
ル
マ
マ
か
ら
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
電

話
を
か
け
、
日
時
を
調
整
の
上
各
家
庭
を
訪

問
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

訪
問
内
容

　

市
の
保
健
事
業
・
日
程
な
ど
の
紹
介
や
子

育
て
支
援
事
業
の
案
内
。
ま
た
、
身
長
・
体

重
の
計
測
も
行
っ
て
い
ま
す
。
気
軽
な
お
し

ゃ
べ
り
を
通
じ
て
、
育
児
の
悩
み
な
ど
を
お

話
し
く
だ
さ
い
。
相
談
機
関
や
窓
口
を
紹
介

し
ま
す
。

訪
問
員

　
「
ス
マ
イ
ル
マ
マ
」と
い
う
訪
問
員
が
各
家

庭
を
訪
問
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
育
児
経
験
を

有
す
る
お
母
さ
ん
た
ち
で
、
写
真
の
よ
う
な

ピ
ン
ク
の
エ
プ
ロ
ン
を
着
用
し
て
い
ま
す
。

訪
問
時
間

　

平
日
（
年
末
年
始
を
除
く
）
の
午
前
９
時

頃
か
ら
午
後
５
時
頃
ま
で
で
、
保
護
者
の
皆

さ
ん
の
都
合
の
よ
い
時
間
（
訪
問
時
間
は　
３０

分
程
度
）。

　

可
児
市
で
は
、
年
間
約
１
０
０
０
人
の
新

生
児
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
は
お
母
さ
ん
一
人
で
行
う
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
族
や
地
域
な
ど
周
り
の

み
ん
な
で
支
え
あ
い
明
る
く
進
め
て
い
き
た

い
も
の
で
す
ね
。

　

市
で
は
、
今
後
も
こ
の
事
業
を
通
じ
て
育

児
を
行
う
保
護
者
の
皆
さ
ん
を
応
援
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

提
供
資
料

　

お
お
き
く
な
あ
れ

（
こ
ど
も
課
月
１
回

発
行
の
催
し
案
内

紙
）、
母
子
保
健
事

業
一
覧
、
健
康
だ
よ

り
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
紹

介
資
料

●
問
合
先　

こ
ど
も
課

私たちが訪問します

子ども3人を育児中のBさん 転入者Aさん
利
用
者
の
声

資料を届けて
もらった
Dさん

集合住宅に住むCさん

以
前
住
ん
で
い
た
と
こ
ろ
で
は
、初
め
て
の
子

の
と
き
も
こ
う
し
た
訪
問
事
業
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。ど
こ
に
ど
ん
な
施
設
が
あ
る
か
も

わ
か
ら
な
い
と
き
に
、い
ろ
ん
な
情
報
を
い
た

だ
き
助
か
り
ま
し
た
。 

３
人
目
と
も
な
る
と
そ
れ
ま
で
の
経
験
で
育

児
が
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、い
ざ
家

庭
で
家
事
を
し
な
が
ら
３
人
を
育
児
し
て
み

る
と
大
変
。
子
育
て
の
サ
ポ
ー
ト
事
業
で
活

用
で
き
る
情
報
が
い
く
つ
か
あ
る
こ
と
を
、教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

実
家
が
遠
く
、病
院
に
行
き
た
い
と
き
な
ど

子
ど
も
を
預
け
る
先
が
な
く
困
っ
て
い
ま
し

た
が
、フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
会
員
に
よ
る
子

ど
も
の
一
時
預
か
り
に
つ
い
て
聞
き
利
用
し
て

い
ま
す
。と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。 

子
ど
も
が
伸
び
伸
び
と
遊
ぶ
こ
と
の
で
き
る

施
設
が
、ど
こ
に
あ
る
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
け

れ
ど
、市
内
の
マ
ッ
プ
や
こ
ど
も
課
発
行
の
ミ

ニ
コ
ミ
紙
で
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 
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狂犬病の予防注射を受けましょう 
犬の飼い主の皆さんへ

狂犬病の予防注射を受けましょう 狂犬病の予防注射を受けましょう 

　集合注射を受けるには　

集合注射は、各地区で下表の日程で行われます。近くの会場で受けてください。雨天の場合も実施します。

●日時　下表のとおり
●費用　（１頭当たり）
　登録済みの犬＝３,０７０円　　新規登録が必要の犬＝６,０７０円

　［内訳］注射料金２,５２０円、注射済票交付手数料５５０円、登録手数料（未登録犬のみ）３,０００円

※お釣りがいらないようにお願いします。

●持ち物　案内はがき（登録済みの犬の飼い主には３月末に発送しています）

生後９１日以上の犬を飼っている人は、その犬を登録して狂犬病予防注射を毎年１回受けることが、
狂犬病予防法により義務付けられています。かわいい愛犬のためにも、狂犬病予防注射は忘れずに
受けましょう。
それに伴い、市では獣医師が市内各地区に出張して注射を打つ、狂犬病予防の集合注射を次のよう
に実施します。

●注意事項
○必ず、犬をしっかり押さえることの

できる人が連れてきてください。

○犬の健康状態が心配な場合は、事前

に獣医師に相談ください。

○注射以外に登録など手続きが必要

な場合は、時間が掛かります。

○会場移動の都合がありますので、時

間は厳守でお願いいたします。

●当日の流れ
獣医師による問診・注射→申請手続

き・会計→注射済票交付

※集合注射会場で注射ができない場

合は、最寄りの動物病院で受けてく

ださい。なお、その場合も案内はが

きを持参してください。

※狂犬病予防注射実施後は、犬の鑑

札・平成２０年度注射済票を犬の首輪

などに付けてください。

●問合先　環境課

時　　　間会　　　場月　日
９：３０～１０：３０ふ れ あ い セ ン タ ー 長 坂

４月１４日（月）
１０：５０～１１：３０鳩 吹 台 公 民 館
１３：００～１３：２０帷 子 公 民 館
１３：３０～１３：５０虹 ケ 丘 南 集 会 所
９：３０～１０：３０光 陽 台 集 会 所

４月１５日（火）
１０：４０～１０：５５愛 岐 ケ 丘 集 会 所
１１：０５～１１：３０若 葉 台 集 会 所
１３：００～１３：５０緑 集 会 所
９：３０～１０：００姫 治 公 民 館

４月１６日（水）

１０：２０～１０：４０清 水 ケ 丘 公 民 館
１０：５０～１１：１０塩 河 公 民 館
１１：２０～１１：３０横 市 集 会 所
１３：００～１３：４０春 里 公 民 館
１３：５０～１４：０５坂 戸 公 民 館
９：２０～９：３５渡 ク ラ ブ

４月１７日（木）
９：５０～１０：５０土 田 公 民 館
１１：００～１１：３０土 田 東 山 公 民 館
１３：００～１３：３０福 祉 セ ン タ ー
１３：４０～１４：１０今 渡 公 民 館
９：３０～１０：０５羽 生 ケ 丘 公 民 館

４月１８日（金）
１０：１５～１０：５０広 眺 ケ 丘 第 １ 集 会 所
１１：１０～１１：３０市 民 セ ン タ ー
１３：００～１３：４０下 恵 土 公 民 館
１３：５０～１４：０５宮 瀬 い こ い の 家
９：２０～９：３５兼 山 公 民 館

４月２３日（水）
９：４５～１０：１０魚 屋 町 公 民 館
１０：３０～１１：３０川 合 公 民 館
１３：００～１３：５０広 見 東 公 民 館
９：３０～１０：００桜ケ丘児童公園（２丁目）

４月２４日（木）

１０：１０～１０：４０桜 ケ 丘 西 集 会 所
１０：５５～１１：３０桜 ケ 丘 公 民 館
１３：００～１３：１５大 森 新 田 公 民 館
１３：２５～１３：４０松 伏 公 民 館
１３：５０～１４：０５J A め ぐ み の 大 森 支 店
９：３０～９：５０中 恵 土 公 民 館

４月２５日（金）
１０：２０～１０：３０大 平 公 民 館
１０：４０～１１：３０久 々 利 公 民 館
１３：００～１３：５０平 牧 公 民 館
１４：００～１４：１５大 森 台 公 民 館



ひ
ら 青

少
年
育
成
だ
よ
り
⑰ 

白竜が住んでいるといわれる大杉 

⑫ 

N 鳩吹台 

菅刈 

【場所】 
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● 
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帷子 
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可
児
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
の

活
動
を
紹
介
し
ま
す

　

青
少
年
の
自
立
を
支
援
す
る
こ
と

は
、
大
人
や
社
会
（
家
庭
・
学
校
・

地
域
）
に
課
せ
ら
れ
た
重
要
な
役
割

で
す
。教
育
の
原
点
は
家
庭
に
あ
り
、

親
の
責
任
で
す
。
地
域
社
会
に
は
、

こ
の
親
の
責
務
を
支
援
す
る
役
割
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
可
児
市
青
少
年
育
成

市
民
会
議
で
は
、「
可
児
の
未
来
を
拓

く
・
教
育
プ
ラ
ン
」（
Ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ
９
）

を
も
と
に
現
実
を
十
分
認
識
し
、
実

態
に
即
し
た
青
少
年
の
健
全
育
成
活

動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
の
重
点 

①
愛
情
と
秩
序
あ
る
明
る
い
家
庭
づ

く
り
（
あ
い
さ
つ
運
動
）

②
地
域
行
事
の
活
発
化
と
社
会
参
加

の
促
進

③
地
域
安
全
と
防
犯
意
識
の
充
実

　
団
体
構
成 

　

会
長
１
人
、
理
事　

人
（
各
団
体

４０

代
表
者
）、県
青
少
年
育
成
推
進
指
導

員
１
人
、
市
青
少
年
育
成
推
進
員　
２６

人
、
地
区
青
少
年
育
成
推
進
員
２
６

２
人

　
主
な
活
動
内
容（
主
催
イ
ベ
ン
ト
） 

○
青
少
年
育
成
推
進
員
研
修
会
（
５

月
）

○
少
年
の
主
張
可
児
市
大
会（
６
月
）

○
青
少
年
の
非
行
問
題
に
取
り
組
む

強
調
月
間
推
進
事
業
（
街
頭
啓
発

活
動
、
７
月
）

○
青
少
年
育
成
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
Ｈ

　

年
度
テ
ー
マL

et's
en
joy

子

１９育
て
・
考
え
よ
う
親
の
あ
り
方
、

　

月
）

１１
○
全
国
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間

（
街
頭
啓
発
活
動
、　

月
）

１１

○
「
家
庭
の
日
」
啓
発
図
画
展
・「
わ

が
家
の
宝
物
」
作
文
、
標
語
展

（
１
月
）

●
問
合
先　

生
涯
学
習
課
青
少
年
係 街頭啓発の様子

　

菅
刈
の
薬
仙
寺
に
推
定
樹
齢
２
０
０
年
の
大
杉
が
２
本

あ
り
ま
す
。
幹
回
り
約
３
・
４
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約　

メ
２５

ー
ト
ル
と
立
派
な
杉
で
、
平
成
４
年
に
「
可
児　

本
の
木
」

１０

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

東
の
大
杉
の
根
元
に
、
幅　

セ
ン
チ
、
長
さ　

セ
ン
チ

１０

２５

く
ら
い
の
穴
が
あ
り
、
こ
こ
に
白
竜
が
住
ん
で
い
る
と
い

う
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
、
こ
の

言
い
伝
え
を
ま
さ
か
と
疑
っ
て
い
た
尼
僧
が
本
堂
で
白
蛇

を
見
つ
け
た
と
き
、「
白
竜
さ
ん
の
お
家
は
こ
こ
で
す
か
ら

入
っ
て
下
さ
い
」
と
杉
の
前
に
置
く
と
、
蛇
は
尾
を
ぴ
り

ぴ
り
振
っ
て
杉
の
穴
に
入
っ
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。

　

白
竜
（
白
蛇
）
に
祈
る
と
紛
失
し
た
物
が
出
て
く
る
と

も
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
困
っ
て
い
る
人
は
大
杉
に
祈
っ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

※
参
考
『
可
児
町
郷
土
史
』



マジックで地域に貢献 
●猪飼正行さん（広見） 

18

いかい 

次の皆さんから浄財などの 
寄付がありました。（敬称略） 

社会福祉に… 
●かにフリーマーケットの会 
●東濃信用金庫　下恵土支店 
●ココス可児店お客様一同 

◎詩とエッセイ「萌の会」 
新会員を募集します。 詩や暮らしの作文を
書いてみませんか。 冊子「萌」を年１回、習
作誌を年３回発行して合評会を開いています。 
●活動場所　文化創造センター（下恵土） 
●年会費　５,０００円 
●申込・問合先　同会の渡辺さん 
　　　　　　　　1烝０２９５ 

広報かに ２００８.４.１��

　「可児マジック」の会長を務める猪飼さん。同会はマジッ

クを活用した市内の福祉施設や地域行事への訪問活動を行っ

ています。

　猪飼さん個人では、初心者でも覚えやすいロープを使った

マジックを中心に、長年地元小学校のクラブ活動で指導した

り、市内各地の公民館活動などで講師をしています。

　マジックに興味を持ったのは若い頃に百貨店のマジックコ

ーナーを見たのがきっかけ。その不思議さにロマンを感じ、

昭和４０年ごろ、あのMr.マリックさんが所属していた奇術愛

好会に入会して指導を受けました。

　「マジックを通じてたくさんの人と触れ合うことが楽しい。

特に小学生の子が興味を持って目を輝かせながら練習する姿

を見るのはうれしいですね」と話す猪飼さん。ロープで華麗

な技を披露してくれました。



��

福
祉
芸
術
祭 

華
麗
な
車
い
す
ダ
ン
ス
に
歓
声 

1

２/２０～２５ 
　

今
年
で　

回
目
と
な
る
福
祉
芸
術
祭
が
、

１４

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
障
が
い
が
あ
る
人
に
よ
る
舞

台
芸
術
な
ど
を
鑑
賞
し
、
障
が
い
へ
の
理
解

を
深
め
よ
う
と
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
２
月　

日
に
、
車
い
す
ダ
ン
ス
や

２４

バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
な
ど

で
活
躍
中
の
奈
佐
誠
司
さ
ん
に
よ
る
ス
テ
ー

ジ
を
、
約
２
０
０
人
の
来
場
者
が
楽
し
み
ま

し
た
。
ア
ジ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
も
な
っ
た

こ
と
が
あ
る
奈
佐
さ
ん
の
華
麗
な
車
い
す
ダ

ン
ス
と
、「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
に
つ
い
て

の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
ト
ー
ク
に
、
会
場
は

笑
い
と
感
動
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

奈佐さんたちによる躍動感あふれるダンス

　

ま
た
、
２
月　

日
か
ら　

日
ま
で
、
市
内

２０

２５

の
障
が
い
が
あ
る
人
に
よ
る
、
パ
ソ
コ
ン
で

制
作
し
た
絵
画
や
手
芸
品
、
書
道
作
品
な
ど

の
展
示
会
も
開
催
さ
れ
、
個
性
的
な
作
品
の

数
々
が
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し

た
。

奈佐さんの指導で車いすダンスを体験

日ごろの環境への取り組みを発表する小学生

環
境
フ
ェ
ス
タ 

エ
コ
ラ
イ
フ
を
始
め
よ
う 

2

２/２３・２４ 
　

市
民
団
体
や
事
業
所
、
学
校
な
ど
が
、
普

段
の
環
境
へ
の
取
り
組
み
や
成
果
を
紹
介
す

る
こ
と
で
多
く
の
人
に
環
境
に
つ
い
て
考
え

て
も
ら
お
う
と
、
２
月　

日
と　

日
の
２
日

２３

２４

間
、
広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア
で
第
８
回
可

児
市
環
境
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

日
は
、
市
内
の
小
中
学
生
、
高
校
生
が

２３
日
ご
ろ
の
環
境
学
習
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し

た
。
ま
た　

日
に
は
、タ
レ
ン
ト
の
ジ
ョ
ン
・

２４

ギ
ャ
ス
ラ
イ
ト
さ
ん
に
よ
る
講
演
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
会
場
で
は
、
２
日
間
を
通
じ
て

ケナフを使った紙すきを体験

さまざまな作品を展示

各
種
団
体
の
展
示
や
、
環
境
に
つ
い
て
楽
し

く
学
べ
る
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
設
け
ら

れ
、
お
よ
そ
１
９
０
０
人
の
来
場
者
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

自然の恵みについて語るジョンさん



広報かに ２００８.４.１��

　

３
月
８
日
、
広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア
で

第　

回
こ
ど
も
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
親
子

２０
連
れ
な
ど
約
８
５
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
え
が
お
い
っ
ぱ
い
キ
ッ
ズ
ラ
ン

ド
」
を
テ
ー
マ
に
、
日
ご
ろ
で
き
な
い
遊
び

の
体
験
や
工
作
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ー
ナ

ー
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
い
く
つ
か
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
市
内
児
童
セ
ン
タ
ー
の
各
種
ク

ラ
ブ
で
活
動
す
る
子
ど
も
た
ち
自
身
が
、
講

師
を
務
め
る
な
ど
大
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
幼
稚
園
児
に
よ
る
和
太
鼓
の
演
奏

や
ピ
エ
ロ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
始
ま
り
、

こ
ど
も
ま
つ
り 

楽
し
い
遊
び
が
い
っ
ぱ
い 

3

３/８ 

楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
や
劇
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
、
会
場
内
に
は
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

ピエロと一緒に皿回しに挑戦

牛乳パックで立体的なパズルを手作り

母親クラブの皆さんによる楽しい劇

5

市
場
朝
市 

新
鮮
な
食
材
を
お
値
打
ち
に 

３/２ 
　

３
月
２
日
、
可
茂
公
設
地
方
卸
売
市
場
が

一
般
開
放
さ
れ
、
朝
市
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、市
民
に
親
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
、

同
市
場
組
合
が
実
行
委
員
会
を
つ
く
り
企
画

し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
市
内
外
か
ら
の

約
４
０
０
０
人
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し

た
。
会
場
で
は
野
菜
、
果
物
、
水
産
物
な
ど

が
販
売
さ
れ
た
ほ
か
、
競
り
売
り
体
験
も
行

わ
れ
、
競
り
人
の
周
囲
を
取
り
囲
ん
だ
来
場

者
が
次
々
に
バ
ナ
ナ
や
サ
ン
マ
な
ど
を
競
り

落
と
し
て
い
ま
し
た
。

競り人の声が響き渡った競り売り体験

　

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
思
い
を
語
り
合

お
う
と
、
３
月
１
日
に
広
見
公
民
館
ゆ
と
り

ピ
ア
で
「
女
と
男
の
か
が
や
き
座
談
会
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
会
場
全
体
で
の
意
見
交
換
の
ほ

か
、
参
加
者
が
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
男
女

が
共
に
暮
ら
し
や
す
い
社
会
に
し
て
い
く
上

で
の
課
題
や
、
そ
の
対
策
に
つ
い
て
意
見
を

出
し
合
い
ま
し
た
。

　

市
は
今
年
度
、
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画

を
策
定
す
る
予
定
で
、
今
回
出
さ
れ
た
意
見

も
反
映
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 4

女
と
男
の
か
が
や
き
座
談
会 

み
ん
な
の
思
い
を
聞
か
せ
て 

３/１ 

ひ
と 

ひ
と 

活発に意見交換する参加者
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●期間　５月１１日（日）まで
●開園時間　午前９時～午後５時（入園は午後４時３０分まで）
※４月から６月までは毎日開園します。
●入園料　大人８００円、高校生５００円、小中学生３００円（岐阜
県内の高校生以下は入園無料）

●内容　期間中にはサクラ、ポピーなど春の花々が咲きます。
　イベントも盛りだくさん

 花待ちコンサート～ 吾  亦  紅 とともに～ 
われ も こう

�期日　４月１９日（土）
�時間　午後１時３０分～
�内容　昨年の紅白歌合戦に出場し、人気急上昇中の「すぎも
とまさと」さんを中心に、歌とトークでお楽しみいただくコンサート
�出演　すぎもとまさと、湯原昌幸、小沢亜貴子
�その他　当日午前９時から、西ゲートで整理券を配布（先
着８００人）
●問合先　花フェスタ記念公園　��７３７３

【市役所】〒509-0292 広見一丁目1番地　1烝1111
http://www.city.kani.lg.jp/

土曜窓口 

　市は、毎月第１、３土曜日（祝日を除く）に、市民課と税務課
で証明書発行業務などを行っています。 
●時間　午前８時３０分～午後５時１５分 
●場所　市役所庁舎東館（増築棟）、入口は東口 
●業務内容　住民票・戸籍の証明書・印鑑証明書・各種税
務証明書の発行、印鑑登録・廃止の手続き、戸籍の届け
出の受け付け、納税相談 

※住所変更はできません。（外国人についても同様です） 

土曜窓口 

4/5貍・19貍 

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
可
児 

 
●
期
日　

５
月　

日
（
土
）

１０

●
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分
（
午

３０

３０

後
１
時
開
場
）

●
場
所　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー（
下
恵
土
）

●
内
容　

中
国
琵
琶
奏
者
の 
閻  
杰 
さ
ん
に
よ

え
ん 
き

る
コ
ン
サ
ー
ト

●
入
場
料　

１
０
０
０
円
（
入
場
券
は
文
化

創
造
セ
ン
タ
ー
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

（
�
�
３
０
５
０
）
で
販
売
中
）

　

問
合
先　

実
行
委
員
長
の
伊
藤
さ
ん

 

�
０
９
０
（
４
１
１
６
）
５
１
２
２

可
児
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ 

可
児
川
写
生
大
会
に
参
加
し
よ
う

●
期
日　

５
月　

日
（
日
）

１１

※
雨
天
の
場
合
は
、　

日
（
日
）
に
延
期
し

１８

ま
す
。
当
日
の
問
い
合
わ
せ
は
、
当
日
午

前
８
時
以
降
に
可
児
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（
�
�
９
０
１
１
）
ま
で
。

●
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

●
場
所　

市
役
所
北
側
の
可
児
川
河
川
敷

●
参
加
対
象
者　

保
育
園
児
・
幼
稚
園
児
か

ら
大
人
ま
で
（
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護

者
同
伴
）

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
で

中
国
琵
琶
の
魅
力
に
触
れ
て

●
申
込
締
切　

４
月　

日
（
水
）

３０

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

　

申
込
・
問
合
先　

可
児
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
事
務
局 

�
�
９
０
１
１

裏
千
家　

亀
谷
宗
良
○
の
会 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
茶
会
を
開
催

●
期
日　

４
月　

日
（
日
）

１３

●
時
間　

午
前　

時　

分
〜
午
後
３
時

１０

３０

●
場
所　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

●
参
加
費　

一
人
５
０
０
円
、
親
子
（
二
人

一
組
）
８
０
０
円
（
呈
茶
券
）

※
収
益
は
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
さ

れ
ま
す
。

　

問
合
先　

亀
谷
良
子
さ
ん

 

�
０
９
０
（
８
７
３
０
）
１
１
０
１

か
に
家
庭
教
育
研
究
会 

家
庭
教
育
に
つ
い
て
学
ぼ
う

●
期
日　

４
月　

日
（
金
）

１８

●
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

●
場
所　

広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア

●
テ
ー
マ　

進
ん
で
学
習
す
る
子
ど
も
を
育

て
る
に
は

●
講
師　

谷
口
育
子
さ
ん
（
同
会
）

●
参
加
費　

１
０
０
円
（
飲
み
物
代
）

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　

問
合
先　

同
会
の
丸
田
さ
ん

 

�
�
６
２
３
１ 

催
し 

E
ven

t

すぎもとまさと 湯原昌幸 小沢亜貴子
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募
集 

In
vitation

豊
浄
喜
会 

民
謡
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す

●
期
日　

４
月　

日
（
日
）

２７

●
時
間　

午
前　

時　

分
〜

１０

３０

●
場
所　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー（
下
恵
土
）

●
入
場
料　

無
料

　

問
合
先　

同
会
の
大
澤
さ
ん

 

�
�
４
６
６
１

図
書
館 

絵
本
ラ
イ
ブ
を
楽
し
も
う

　
「
子
ど
も
読
書
の
日
（
４
月　

日
）」
に
ち

２３

な
ん
で
、
親
子
で
絵
本
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

●
期
日　

４
月　

日
（
土
）

１９

●
時
間　

午
後
２
時
〜
３
時

●
場
所　

図
書
館
本
館
（
広
見
）

●
講
師　

杉
山
三
四
郎
さ
ん
（
絵
本
と
童
話

の
店
「
お
お
き
な
木
」
代
表
）

●
内
容　

絵
本
の
読
み
語
り
や
ギ
タ
ー
に
よ

る
絵
本
の
弾
き
語
り
、
言
葉
あ
そ
び
な
ど

●
定
員　

親
子　

組
（
一
人
で
も
参
加
可
・

５０

先
着
順
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
受
付
開
始
日　

４
月
８
日
（
火
）

※
駐
車
場
は
、
第
３
駐
車
場
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
か
ら

南
へ　

メ
ー
ト
ル
）
を
利
用
し
て
く
だ
さ

５０

い
。
駐
車
場
が
狭
い
の
で
、
乗
り
合
わ
せ

で
お
願
い
し
ま
す
。

　

申
込
・
問
合
先　

同
本
館
�
�
５
１
２
０

子
育
て
支
援 

保
育
マ
マ
を
募
集

　

保
育
マ
マ
制
度
は
、
保
護
者
が
就
労
の
た

め
昼
間
家
庭
で
保
育
が
困
難
な
、
生
後
３
カ

月
か
ら
３
歳
未
満
の
子
ど
も
を
、
保
育
マ
マ

の
自
宅
で
保
育
す
る
も
の
で
す
。

●
応
募
資
格　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

　

○
市
内
在
住
の
人　

○
健
康
で
保
育
士
資

格
の
あ
る
人　

○
就
学
前
の
子
ど
も
が
い

な
い
人
ま
た
は
介
護
を
し
て
い
な
い
人　

○
保
育
室
と
し
て
自
宅
１
階
に
６
畳
以
上

の
部
屋
を
確
保
で
き
る
人　

○
日
曜
日
と

祝
日
を
除
く
毎
日
午
前
８
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
保
育
で
き
る
人

●
募
集
期
間　

随
時

　

問
合
先　

こ
ど
も
課 

多くの親子で賑わう絵本ライブ（昨年）

　屋形船「光秀丸」から眺める木曽川の景色を楽しみませんか。
●期間　４月２６日（土）～５月６日（火・振休）
●乗船場所　川合渡し湊（川合公園内）

●コース　川合渡し湊から兼山 瀞 までの往復
とろ

●時間・料金など

※貸切料金は３６,０００円です。ただし、午前の便の場合は別途食
事代が必要です。
※乗船手続きのため、出航時間の２０分前までにお越しください。
※天候により欠航する場合があります。
●申込方法　事前に可児市観光
協会の舟遊び予約専用ダイヤ
ル（�090‐4192‐7037）で 予 約
する（受け付けは平日の午前９
時から午後５時まで）
※午後の便のみ、定員に余裕があ
れば乗船場で当日券を販売し
ます。

●特別イベント　期間中、次のようなイベントを行います。
　抹茶野点　
�期日　４月２６日（土）、５月３日（土・祝）
�時間　午前１１時～午後２時
�定員　１００人（現地受付・先着順）　�参加費　３００円
　Ｅボート（手こぎゴムボート）体験　
�期日　５月４日（日・祝）
�時間　午前１１時３０分～午後２時４５分（計８回運航予定）
�対象者　小学生以上（小学生は保護者同伴）
�定員　各便とも最大８人（現地受付・先着順）
�参加費　無料
　こどもの日・舟遊び体験　
�期日　５月５日（月・祝）　�時間　午前１０時～午後３時
�コース　川合渡し湊から川合浄水場取水口までの往復（所要
時間約３０分）

�対象者　高校生以下（小学生以下は保護者同伴）
�定員　各便とも最大２９人（現地受付・先着順）
�参加費　無料（食事は付きません）
　写真を募集　
�募集作品　期間中に撮影した舟遊びに関する作品
�規格　カラープリント、四つ切またはワイド四つ切
�応募方法　乗船場、市商工観光課、兼山振興事務所または各連
絡所に備え付けの応募用紙を作品に張り付けて、同協会に提出する
�募集締切　５月３０日（金）
●問合先　可児市観光協会（市商工観光課内）

料　金
（幼児は無料）定　員出航時間

（所要時間８０分）便　名

大　人 ３,０００円
中学生 ２,５００円
小学生 １,５００円
（いずれも食事付き）

２４人午前１１時３０分午前の便

大　人 １,５００円
中学生 １,０００円
小学生 　５００円

２９人午後２時午後の便



��

【市役所】〒509-0292 広見一丁目1番地　1烝1111
http://www.city.kani.lg.jp/

文
化
協
会
和
装
部 

春
の
着
付
け
講
座
に
参
加
を

●
期
間　

４
月
〜　

月
（
全　

回
）

１０

１２

●
コ
ー
ス
と
日
時　

●
場
所　

広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア

●
対
象
者　

初
心
者

●
内
容　

普
段
着
と
半
巾
帯
か
ら
小
紋
の
着

物
に
名
古
屋
帯
ま
で
（
浴
衣
を
含
む
）

●
定
員　

各　

人
（
先
着
順
）

２０

●
受
講
料　

６
５
０
０
円

●
申
込
方
法　

各
部
の
代
表
者
に
電
話
で
申

し
込
む
か
、
名
前
、
住
所
、
電
話
番
号
を

記
入
し
た
紙
を
フ
ァ
ク
ス
で
送
る

※
留
守
番
電
話
へ
フ
ァ
ク
ス
と
同
じ
内
容
を

録
音
し
て
も
申
し
込
め
ま
す
。

　

問
合
先　

各
部
の
代
表
者

可
児
市
め
だ
か
の
楽
校 

春
の
川
を
観
察
し
よ
う

　

可
児
市
め
だ
か
の
楽
校
は
、
水
質
・
水
生

生
物
調
査
な
ど
を
す
る
「
横
市
川
ウ
オ
ッ
チ

ン
グ
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日　

４
月　

日
（
火
・
祝
）

２９

●
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
ご
ろ

●
集
合
場
所　

市
役
所
庁
舎
東
館（
増
築
棟
）

玄
関
前
（
現
地
ま
で
送
迎
し
ま
す
）

●
コ
ー
ス　

横
市
川
上
流
（
塩
河
）
か
ら
可

児
川
苑
（
坂
戸
）
裏
に
か
け
て
の
、
水
質
・

水
生
生
物
調
査
（
一
部
バ
ス
利
用
）

●
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

４０

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
期
間　

４
月　

日（
木
）〜　

日（
火
）

１０

２２

　

申
込
・
問
合
先　

環
境
課 

申込・問合先
（代表者）

時　間期　　日コース

江見玲子さん
���２８５３

午前１０時３０分
～正午

第１・３木曜日
※初回は４月１７日（木）。

朝の部

兼松可津代さん
���１５４３

午後７時３０分
～９時

第２・４火曜日
※初回は４月２２日（火）。

夜の部

春の川ウオッチング（昨年）

　ささゆりクリーンパークは、ゴールデンウイーク中も開
館し、さまざまなイベントを行います。
　エコサイクルプラザ 
●開館時間　午前９時３０分～午後４時
●施設見学　通常通り
リサイクル自転車無料抽選会
�応募期間　４月２６日（土）～５月６日（火・振休）
※ただし、４月２９日（火・祝）は休館日です。
�応募場所　エコサイクルプラザ３階
�対象者　自転車を取りに来ることができる人
�台数　１２台
�抽選日時　５月７日（水）午前１０時～（立ち会い可）
※当選者には、電話でお知らせします。
炭化・乾燥汚泥肥料の無料配布
�配布期間　４月２６日（土）～５月６日（火・振休）
※ただし、４月２９日（火・祝）は休館日です。
�配布場所　エコサイクルプラザ入口
�配布数　炭化汚泥肥料、乾燥汚泥肥料とも１日３０袋ずつ
（先着順）
※炭化汚泥肥料は１人２袋まで、乾燥汚泥肥料は１人１袋
までです。

　わくわく体験館 
●開館時間　午前９時～午後４時
●施設利用　ガラス工芸体験は通常通り（要予約）
　５月３日（土・祝）～５日（月・祝）には、「ごみと遊
ぼう」をテーマに参加費無料の特別講座を開催します。
廃材で作る万華鏡
�時間　午前１０時～午後３時（受け付けは午後２時３０分ま
で）
�対象者　３歳以上（小学３年生以下は保護者同伴）
�定員　１日約５０組（先着順）
�申込方法　当日会場で申し込む
廃びんで作る貯金箱
�時間　午前１０時～、午前１１時～、午後１時～、午後２時
～（計４回）
�対象者　３歳以上（小学生未満は保護者同伴）
�定員　各回５人（先着順）
�申込方法　当日会場で配布する整理券を受け取る（午前
の部は午前９時３０分、午後の部は午後零時３０分から配布
開始）
●申込・問合先　エコサイクルプラザ��４１１１
　　　　　　　　わくわく体験館��１５１５
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
生
涯
学
習
か
に 

心
豊
か
で
充
実
し
た
人
生
を

　

中
高
年
の
生
き
が
い
づ
く
り
と
、
地
域
社

会
へ
の
参
画
を
支
援
す
る
生
涯
学
習
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

●
期
日
と
内
容　

●
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

●
場
所　

広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア
ほ
か

●
対
象
者　

連
続
し
て
受
講
で
き
る
人
（
公

開
講
座
は
１
回
ご
と
の
参
加
可
）

●
定
員　

○　

回
連
続
受
講
＝　

人　

○
公

１１

５０

開
講
座
＝
各　

人
（
い
ず
れ
も
先
着
順
）

２０

●
受
講
料　

○　

回
連
続
＝
３
０
０
０
円

１１

（
バ
ス
旅
行
は
別
途
３
０
０
０
円
必
要
）

　

○
公
開
講
座
＝
１
回
５
０
０
円

●
申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

記
入
し
、
は
が
き
（
〒
５
０
９
�
０
２
６

１
虹
ケ
丘
３
�　

）ま
た
は
フ
ァ
ク
ス（
�

３０

�
６
１
７
６
）
で
生
涯
学
習
か
に
あ
て
に

送
る

※
講
師
な
ど
に
つ
い
て
は
、
各
公
民
館
に
あ

る
チ
ラ
シ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

●
申
込
締
切　

４
月　

日
（
火
）

２２

　

問
合
先　

生
涯
学
習
か
に
の
丸
山
さ
ん

 

�
０
９
０
（
６
５
９
０
）
４
２
８
５

可
児
市
音
楽
祭
２
０
０
８ 

出
演
団
体
を
募
集

　

市
文
化
芸
術
振
興
財
団
は
、
可
児
市
音
楽

祭
の
出
演
団
体
を
募
集
し
ま
す
。
日
ご
ろ
の

練
習
の
成
果
を
、
大
舞
台
で
披
露
し
ま
せ
ん

か
。

●
開
催
日　

７
月
５
日
（
土
）、
６
日
（
日
）

●
場
所　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー（
下
恵
土
）

●
対
象
団
体　

合
唱
、
吹
奏
楽
、
管
弦
楽
、

管
打
楽
器
や
弦
楽
器
な
ど
の
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
、
民
族
音
楽
な
ど
（
邦
楽
を
除
く
）
の

演
奏
団
体

●
募
集
団
体
数　
　

団
体
程
度
（
選
考
）

１０

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
方
法　

同
セ
ン
タ
ー
、
市
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
、
兼
山
振
興
事
務
所
お
よ
び
各

連
絡
所
に
あ
る
出
演
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
演
奏
予
定
曲
を
録
音
し
た
音

源
（
Ｃ
Ｄ
ま
た
は
Ｍ
Ｄ
）
を
添
え
て
同
セ

ン
タ
ー
に
提
出
す
る

※
当
日
の
演
奏
時
間
は
１
団
体
に
つ
き
約　
１５

分
間
で
す
（
準
備
時
間
な
ど
は
除
く
）。

※
出
演
団
体
は
、
事
前
打
ち
合
わ
せ
と
リ
ハ

ー
サ
ル
に
必
ず
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切　

４
月　

日
（
月
）

２８

　

問
合
先　

同
セ
ン
タ
ー　

�
�
３
３
１
１

可
児
市
文
化
協
会 

新
年
度
会
員
を
募
集
中

　

可
児
市
文
化
協
会
は
、
新
年
度
の
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
加
入
を
希
望
す
る
人
や

内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
人
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

問
合
先　

同
協
会
の
飯
田
さ
ん
�
�
１
６

５
５
ま
た
は
平
野
さ
ん
�
�
６
０
０
１

可
児
市
体
育
連
盟 

体
力
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

市
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
場
に
あ
る
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
利
用
す
る
に
は
、
事

前
に
講
習
会
の
受
講
が
必
要
で
す
。
受
講
を

希
望
す
る
人
は
事
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

●
期
日
と
時
間　

●
場
所　

市
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
場

（
坂
戸
・
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
隣
）

●
対
象
者　

高
校
生
以
上
の
人
（
子
ど
も
連

れ
の
参
加
は
不
可
）

●
定
員　

各　

人
（
先
着
順
）

１８

●
持
ち
物　

運
動
服
、
室
内
靴

●
受
講
料　

５
０
０
円
（
釣
り
銭
の
必
要
が

な
い
よ
う
に
）

●
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
体
育
連
盟
窓
口

で
申
し
込
む
（
当
日
の
申
し
込
み
は
受
け

付
け
で
き
ま
せ
ん
）

●
申
込
開
始
日
時　

４
月　

日
（
火
）
午
前

１５

８
時　

分
〜

３０

※
講
習
時
間
の　

分
前
に
は
受
け
付
け
を
済

１０

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

問
合
先　

同
連
盟
事
務
局
�
�
８
６
０
０ 

内容（＊印は公開講座）期　日

輝いて生きる「生涯学習とまちづくり」（＊）５／１２（月）

地域アニメーター養成講座６／９（月）

第二の人生「ロングステイ」に挑戦（＊）７／１４（月）

心と体の健康（＊）８／１１（月）

国際ボランティア（＊）９／８（月）

野外講座・三重県関宿９／２９（月）

健康体操でリフレッシュ（＊）１０／２０（月）

食の安全（＊）１１／１０（月）

クリスマスコンサート１２／１３（土）

裁判員制度について（＊）１／１２（月・祝）

生涯学習とボランティア（＊）２／１６（月）

昨年の音楽祭の様子

時　間期　日

午後７時～９時５月１０日（土）

午前１０時～正午５月１５日（木）

午後７時～９時

５月２４日（土）

５月３０日（金）



��

ふ
れ
あ
い
の
里
可
児 

支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
を
募
集

　

ふ
れ
あ
い
の
里
可
児
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

重
度
の
身
体
ま
た
は
知
的
障
が
い
が
あ
る
人

を
対
象
に
、
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
在
宅
で

常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
人
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
、
通
所
に
支
障
が
な

い
人　

○
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
で
、

体
幹
ま
た
は
下
肢
の
障
が
い
の
程
度
が
１

級
ま
た
は
２
級
の
人　

○
療
育
手
帳
所
持

者
で
、
そ
の
障
が
い
の
程
度
が
Ａ
、
Ａ
１

ま
た
は
Ａ
２
の
人

●
募
集
人
数　

若
干
名

●
支
援
内
容　

機
能
訓
練
、
音
楽
療
法
、
理

学
療
法
な
ど

●
開
所
日　

月
〜
金
曜
日
の
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
（
土
・
日
、
祝
日
は
休
み
）

※
利
用
日
は
、
調
整
の
上
決
定
し
ま
す
。

●
利
用
料　

無
料
（
食
費
な
ど
は
実
費
負
担

が
必
要
で
す
）

　

申
込
・
問
合
先　

福
祉
課

か
に
ロ
ー
ド
サ
ポ
ー
タ
ー 

市
道
の
清
掃
に
ご
協
力
を

　

市
は
、
市
道
の
除
草
や
清
掃
活
動
が
で
き

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
か
に
ロ
ー
ド
サ
ポ

ー
タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象
団
体　

構
成
員
が　

人
以
上
で
、
年

１０

３
回
以
上
の
活
動
が
で
き
る
団
体

【市役所】〒509-0292 広見一丁目1番地　1烝1111
http://www.city.kani.lg.jp/

●
申
込
締
切　

５
月　

日
（
金
）

３０

　

申
込
・
問
合
先　

維
持
管
理
課

さ
ら
な
る
発
展
を
願
っ
て 

一
口
コ
メ
ン
ト
を
募
集

　

今
渡
南
小
学
校
と
今
渡
北
小
学
校
の
前
身

で
あ
る
今
渡
小
学
校
が
、
今
渡
尋
常
小
学
校

と
し
て
現
在
の
今
渡
南
小
学
校
の
地
に
設
置

さ
れ
て
か
ら
今
年
で
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
卒
業
生
な
ど
関
係
者
の
皆
さ
ん

か
ら
、
学
校
に
ま
つ
わ
る
思
い
出
を
一
口
コ

メ
ン
ト
と
し
て
募
集
し
ま
す
。
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
コ
メ
ン
ト
は
、
校
内
で
展
示
す
る
予

定
で
す
。
ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

●
募
集
内
容　

学
校
に
ま
つ
わ
る
思
い
出
を

２
０
０
字
以
内
に
ま
と
め
た
も
の

●
応
募
方
法　

任
意
の
用
紙
に
コ
メ
ン
ト
と

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入

し
、
今
渡
南
小
学
校
あ
て
に
郵
送
（
〒
５

０
９
�
０
２
０
３
下
恵
土
３
４
３
３
�

７
）、ま
た
は
フ
ァ
ク
ス（
�
�
１
３
６
７
）

で
送
る
か
、
直
接
持
参
す
る

●
応
募
締
切　

５
月　

日
（
金
）

３０

　

問
合
先　

今
渡
南
小
学
校
�
�
１
３
６
６

都
市
定
住
促
進
優
良
賃
貸
住
宅 

入
居
者
を
募
集

　

都
市
定
住
促
進
優
良
賃
貸
住
宅
「
Ｓ
Ｔ
Ａ

Ｇ
Ｅ
・
Ｍ
」
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
入
居
資
格　

同
居
親
族
が
あ
る
世
帯
で
、

一
定
の
収
入
が
あ
る
人

●
募
集
戸
数　

２
戸
（
抽
選
）

●
所
在
地　

下
恵
土
６
�
１

●
建
物
構
造　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
７

階
建
て

●
家
賃　

○
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
＝
７
万
４
０
０
０
円

○
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
＝
７
万
１
０
０
０
円

●
家
賃
の
補
助
な
し　

●
申
込
締
切　

４
月　

日
（
金
）

２５

●
申
込
先　

積
村
ビ
ル
管
理
㈱
岐
阜
営
業
所

 

�
０
５
８
（
２
７
３
）
７
７
０
０

　

問
合
先　

建
築
指
導
課

土
曜
親
子
体
験
学
園 

植
物
に
親
し
も
う

●
期
日　

４
月　

日
（
土
）

２６

●
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

●
場
所　

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
可
児
分
室

（
坂
戸
）

●
内
容　

自
然
散
策
し
な
が
ら
、
身
近
な
植

物
に
つ
い
て
学
ぶ
（
岐
阜
県
立
国
際
園
芸

ア
カ
デ
ミ
ー
連
携
講
座
）

●
対
象
者　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

●
定
員　
　

組　

人
（
抽
選
）

１０

２０

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
方
法　
「
土
曜
親
子
体
験
学
園
第
１

回
」、
児
童
の
氏
名
・
学
校
名
・
学
年
、
保

護
者
の
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
記
入

し
、
は
が
き
（
〒
５
０
９
�
０
２
４
１
坂

戸
１
０
２
４
�
１
）
か
フ
ァ
ク
ス
（
�
�

０
６
６
７
）
で
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
可
児

分
室
あ
て
に
送
る

●
申
込
締
切　

４
月　

日
（
水
）
必
着

１６

　

問
合
先　

同
分
室 

�
�
３
９
２
２

多
治
見
検
察
審
査
会 

検
察
審
査
会
を
ご
存
じ
で
す
か

　

交
通
事
故
、詐
欺
、脅
し
な
ど
の
犯
罪
の
被

害
に
遭
い
、警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
、検

察
官
が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
不
満
が
あ
れ
ば
、
検
察
審
査
会

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
や
申
立
て
に
つ

い
て
の
費
用
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

　

検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権
を
有
す
る
一

般
国
民
の
な
か
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
た

　

人
の
審
査
員
が
、
検
察
官
が
起
訴
し
な
か

１１っ
た
こ
と
の
善
し
あ
し
を
審
査
し
ま
す
。

　

問
合
先　

多
治
見
検
察
審
査
会
事
務
局

 

�
０
５
７
２
�
０
６
９
８ 

案
内 

G
u

id
an

ce
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多
重
債
務
１
１
０
番 

無
料
相
談
会
を
開
催

　

県
は
、
多
重
債
務
に
つ
い
て
の
無
料
相
談

会
「
多
重
債
務
１
１
０
番
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日　

４
月　

日
、
６
月　

日
、
８
月
９

１２

１４

日
、　

月　

日
、　

月　

日
、　

年
２
月

１０

１１

１２

１３

２１

　

日
（
い
ず
れ
も
土
曜
日
）

１４
●
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

●
場
所　

県
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー（
岐
阜

市
薮
田
南
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
内
）

●
相
談
対
応　

弁
護
士
、
司
法
書
士
な
ど

●
相
談
方
法　

電
話
ま
た
は
面
談
（
面
談
は

要
予
約
・
定
員　

人
）

２３

●
予
約
受
付　

各
開
催
月
の
初
日
か
ら
前
日

ま
で
の
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分

３０

１５

ま
で

●
相
談
・
予
約
先　

同
セ
ン
タ
ー

 

�
０
５
８
（
２
７
７
）
１
０
０
３

※
多
重
債
務
以
外
の
相
談
の
受
け
付
け
は
行

い
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

問
合
先　

岐
阜
県
環
境
生
活
政
策
課
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各種保険料などの特別徴収（年金天引き）に関するお知らせ
介護保険料の仮徴収　
　介護保険料の仮徴収とは、特別徴収（年金天引き）における平成２０年度の介護保険料を算定するにあたり、
平成２０年度の市民税の課税等がまだ確定していないため、前年度と同じ所得段階区分の額を基に、介護保険
料を仮に徴収するものです（介護保険法第１４０条）。
　すでに特別徴収が始まっている人は、平成２０年の４月、６月、８月については、原則として平成２０年２月
の介護保険料と同額が年金から差し引かれますので、４月中旬に対象者全員に介護保険料仮徴収額の通知書
を送付します。
　１０月以降は、６月に確定する平成１９年の所得などを基に年間保険料を決定し、そこから４・６・８月の保
険料額を除いて調整した金額が１０・１２・２月に振り分けて年金から差し引かれます（本徴収）。
※介護保険料は６５歳以上の人の場合、原則として年金からの天引きによって納付していただきますが、年金
天引きになるためには一定の条件を満たす必要があります（ご本人の手続きは不要です）。

※平成２０年度の介護保険料（本算定）は、市民税の課税等が確定した後の６月中旬に、対象者全員に通知書
または納付書を送付します。
※介護保険料の年金天引きが開始されるまでは、納付書による納付方法となります。
※平成１９年度の途中で６５歳になったり転入した人などで、年金天引きの開始時期が６月、８月、１０月になる
場合がありますが、事前に通知書でご案内します。
●問合先　いきいき長寿課

後期高齢者医療保険料・国民健康保険税の特別徴収を開始
　４月から新たに創設された後期高齢者医療制度における後期高齢者医療保険料および国民健康保険制度に
おける国民健康保険税については、原則として平成２０年４月支払分の公的年金から、現行の介護保険料と併
せて、新たに特別徴収を開始することになりました。
●特別徴収の対象者

　○後期高齢者
　後期高齢者医療制度の被保険者（７５歳以上の人および６５歳以上７５歳未満で一定の障がいがある人）の
うち、年額１８万円以上の年金を受給している人

　○国民健康保険
　世帯内の国民健康保険被保険者全員が６５歳以上７５歳未満の世帯の世帯主（世帯主が勤務先などの健康
保険に加入している場合は除く）であって、年額１８万円以上の年金を受給している人

※ただし、いずれの場合も、介護保険料と後期高齢者医療保険料または国民健康保険税の合算額が、年金受
給額の２分の１を超える場合は、特別徴収の対象外となり、介護保険料のみを特別徴収します。
●問合先　国保年金課
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【市役所】〒509-0292 広見一丁目1番地　1烝1111
http://www.city.kani.lg.jp/

今年度は景観条例を制定
　現在策定中の「可児市景観計画」では、良好な景観に市民が愛着を
持ち、市内で暮らしている誰もが「ふるさと可児」を実感できる「景
観まちづくり」を進めることにしています。取り組みは、行政だけで
はなく、市民、事業者と協働で、互いに役割を認識して進めていく必
要があると考えています。
　市民の皆さんは、「景観まちづくり」の主役であり、緑化や美化など
身近な活動に取り組んでいただくことが大切ではないかと思います。
事業者やグループなどは、各地域の景観形成に積極的にかかわってい
くとともに、市民活動への参加や地域の景観づくりへの配慮を行って
いくことが大切です。行政は、市民・事業者などの意向を十分に踏ま
え、さまざまな施策を積極的に展開していく必要があります。
　今年度は、策定中の「可児市景観計画」に基づき、それぞれの役割
を含めた景観条例を制定する予定です。景観計画策定委員会で検討し、
市民の皆さんの意見が反映されるようパブリックコメントなどを実施
しながら、つくっていきたいと考えています。ご理解とご協力をお願
いします。
●問合先　都市計画課

缶
ペットボトル
トレー資源

金物類
粗大ごみ収集地区

１６貉２３貉
中恵土・下恵土・禅台寺・
徳野南・平貝戸・明智・
石森・石井

１７貅２４貅今渡・土田

２１豺１４豺菅刈・西帷子・緑・鳩吹台・
若葉台・虹ケ丘

２４貅１７貅東帷子・愛岐ケ丘・長坂・
光陽台・長洞・帷子新町

２３貉１６貉
川合・川合北・谷迫間・
清水ケ丘・日本ランド・
美里ケ丘・坂戸・矢戸・
塩・塩河・室原・坂戸台

１５貂８貂
久々利・羽崎・二野・緑ケ丘・
羽生ケ丘・瀬田・柿田・
しらさぎ・渕之上・兼山

１８貊１１貊
下切・北姫ニュータウン・
姫ケ丘・みずきケ丘・今・
広眺ケ丘・広見

２５貊１８貊
桜ケ丘・皐ケ丘・桂ケ丘・
小滝苑・柿下・大森・松伏・
大森台・星見台

※４月のガラス類・瓶資源・紙容器、陶磁器類の
資源収集日は、広報かに３月１５日号に掲載し
ています。

4月のごみ・リサイクル資源収集日

資源集団回収にご協力を
４月８日（火）、２７日（日）
午前９時～午後３時

日　　時

可児市生活学校回収団体

瓶、缶、ペットボトル、トレー、発泡
スチロール、紙類（紙パック、段
ボール、紙容器、新聞、雑誌、チ
ラシ）※新聞とチラシは分ける。

回収品目

可児市エコドーム
（姫ケ丘・可児工業団地内）

場　　所

良好な景観によるまちづくり良好な景観によるまちづくり　第9回第9回
可
児
駅
東
土
地
区
画
整
理
事
業 

歩
道
整
備
に
ご
意
見
を

　

可
児
駅
東
土
地
区
画
整
理
事
業
に
お
い
て

都
市
計
画
道
路
の
歩
道
を
整
備
す
る
た
め
、

各
資
材
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
平
板
ブ
ロ
ッ
ク
の

試
験
張
り
（
展
示
）
を
行
い
ま
す
。

　

可
児
駅
前
に
ふ
さ
わ
し
い
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ

い
て
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
聞
き
し
、
選
定
の

際
の
資
料
に
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

●
期
日　

４
月　

日
（
日
）

２０

●
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
４
時
（
小
雨
決

１０

行
）

●
場
所　

広
見
橋
西
交
差
点
（
Ｊ
Ｒ
可
児
駅

南
東
）
か
ら
北
側

　

問
合
先　

都
市
整
備
課

こ
ど
も
福
祉
医
療 

手
続
き
は
お
早
め
に

　

市
で
は
現
在
、福
祉
医
療
費
受
給
者
証（
こ

ど
も
）の
交
付
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

期
限
を
過
ぎ
て
も
申
請
は
で
き
ま
す
が
、

申
請
月
の
初
日
か
ら
の
助
成
と
な
り
ま
す
の

で
、期
限
ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　

平
成
５
年
４
月
２
日
〜
平
成
７

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
子
ど
も

●
申
請
期
限　

４
月　

日
（
水
）

３０

　

問
合
先　

福
祉
課

固
定
資
産
税 

土
地
・
家
屋
帳
簿
の
縦
覧
が
で
き
ま
す

　

市
は
、「
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」「
家
屋

価
格
等
縦
覧
帳
簿
」
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
帳
簿
に
は
、
土
地
・
家
屋
の
所

在
や
価
格
な
ど
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
縦
覧

は
、
土
地
や
家
屋
の
固
定
資
産
税
納
税
者
が

自
分
の
土
地
や
家
屋
の
価
格
と
市
内
の
ほ
か

の
土
地
や
家
屋
の
価
格
と
を
比
較
す
る
た
め

に
行
う
も
の
で
す
。

　

縦
覧
は
無
料
で
す
が
、
写
し
の
交
付
は
行

い
ま
せ
ん
。

●
期
間　

４
月
１
日
（
火
）
〜　

日
（
水
）

３０

●
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

●
場
所　

市
税
務
課

●
対
象
者　

今
年
度
の
市
固
定
資
産
税
の
納

税
者
（「
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」
は
土
地

の
固
定
資
産
税
納
税
者
、「
家
屋
価
格
等
縦

覧
帳
簿
」
は
家
屋
の
固
定
資
産
税
納
税
者

が
縦
覧
で
き
ま
す
）

　

問
合
先　

税
務
課
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BCG
●期日　４月１７日（木）　●受付時間
１時３０分～１時５０分　●場所　保健
センター　●対象者　２０年１月１日
～１５日生まれ　※対象者は個別に通
知します。

三種混合（初回・追加）

●対象者　生後３カ月以上９０カ月未
満の乳幼児　※１期初回は２０～５６日
（３～８週間）の間隔で接種　※１期追
加は初回（３回目）終了後１年～１年半
の間隔で接種

ポリオ

●対象者　生後３カ月以上９０カ月未
満の乳幼児　※２回目投与は、１回
目との間隔を４１日（６週間）以上空
けてください。

乳児健康診査・離乳食相談
●期日　４月２２日（火）　●受付時間
１時～１時１５分　●場所　保健セン
ター　●対象者　１９年１２月１日～１５
日生まれ

１歳６か月児健康診査
●期日　４月１８日（金）　●受付時間
１時～１時１５分　●場所　保健セン
ター　●対象者　１８年９月１６日～３０
日生まれ

３歳児健康診査
●期日　４月１５日（火）　●受付時間
１時～１時１５分　●対象者　１７年３
月１６日～３１日生まれ　●場所　保健
センター

離乳食モグモグ教室
●期日　４月２５日（金）　●受付時間
９時４５分～１０時　●場所　総合会館
（市役所向かい）　●対象者　離乳中
期以降の子どもを持つ人　●持ち物
エプロン、三角きん、手ふき　●申
込締切　４月１８日（金）　●申込先
健康増進課

こども相談
●期日　４月１１日（金）　●受付時間
９時～１０時３０分　●場所　保健セン
ター　●対象者　乳幼児を持つ人
※育児に関する相談に応じます。

こども歯みがき相談
●期日　４月１４日（月）　●受付時間
１時２０分～２時　●場所　保健セン
ター　●対象者　１７年１２月生まれ
●内容　歯科健診、歯こう染め出し、
ブラッシング指導、おやつ指導　●持
ち物　母子手帳、エプロン、タオル、
歯ブラシ、手鏡、コップ　●申込先
健康増進課（前日までに）

献血

母子健康手帳交付
●期日　毎週木曜日　●受付時間
９時１５分～９時３０分　●場所　保健
センター

　乳児健診、１歳６か月児健診・３
歳児健診と保健センターで行われ
る予防接種の番号札は、午前８時
３０分から受付に用意しています。
番号札を利用する場合は、母子健
康手帳を持参の上、お越しくださ
い　●問合先　健康増進課

行政相談
●期日　４月１１日（金）　●時間　１時
～４時　●場所　市役所１階相談室
●問合先　総務課

精神保健福祉相談
●期日と場所　○４月１１日（金）＝
帷子公民館　○４月２５日（金）＝総合
会館（市役所向かい）　●時間　１時
３０分～４時３０分　●申込方法　福祉
課へ電話で予約する　※心の病気や
悩みの相談を受け付けます。　●問
合先同課

ことば・発達相談
●日時　平日の３時３０分～４時３０分
の間に電話で予約する　●場所　養
護訓練センター（可児警察署西）
※お子さんの言葉と発達について気
軽に相談してください。●申込・問
合先同センター　��０２５５

法律相談
●期日　４月１５日（火）、２２日（火）
●受付時間　１時～２時　●場所
広見公民館ゆとりピア　●相談員
弁護士　●問合先　まちづくり推進
課

発達障がい相談
●期日　４月１６日（水）　●時間　９
時～４時　●場所　総合会館　●申
込方法　福祉課へ電話で予約する
●問合先　同課

住宅（建築）相談
●期日　４月１８日（金）　●時間　１時
～４時　●場所　市役所１階相談室
●問合先　建築指導課

心配ごと相談
●期日　毎週火曜日　●時間　１時
～４時　●場所　広見公民館ゆとり
ピア　●相談員　民生児童委員など
●問合先　市社会福祉協議会　��
１５５５

生涯楽習相談
●期日　４月１９日（土）　●時間　１時
～４時　●場所　文化創造センター
（下恵土）　※学びや活動について年
齢を問わず、気軽にご相談ください。
●問合先　生涯学習課

消費生活相談
●期日　毎週月・水・金曜日　●時
間　９時３０分～２時３０分　●場所
市役所１階相談室　●問合先　商工
観光課

場　所受付時間期　日

桜ケ丘公民館

２時～　
２時３０分

４／１４（月）

土田公民館４／２１（月）

中恵土公民館４／２３（水）

場　所受付時間期　日

久々利公民館２時～２時３０分４／１６（水）

保健センター１時３０分～
２時３０分４／２４（木）

場　所受付時間期　日

可茂准看護学
校（今渡）

１０時～１２時３０分
１時３０分～４時４／１１（金）

関西電力今渡
支部９時３０分～１２時４／１５（火）

ユニー可児店
（中恵土）

１０時～１時
２時～４時４／２２（火）

※4月30日までに納め
ましょう。

1期

●固定資産税

都市計画税

4月の税金 
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環境にも体にも 
　　　優しい自転車 

環 境 に  
やさしい 
生活術49

その36

可児市歴史探訪　泳宮万葉歌碑 

【材料（６人分）】 
100％オレンジジュース250cc／生クリーム100cc／調

整豆乳200cc／砂糖30g／粉ゼラチン10g／オレンジ2個 

【作り方】 
① 鍋にオレンジジュース・生クリーム・豆乳を入れその中に

ゼラチンを振り入れてかき混ぜる。 

② ①に砂糖を加えてかき混ぜる。 

③ ②を火にかけ、弱火でゼラチンと砂糖が溶けるまで優しく

かき混ぜる。沸騰直前に火からおろす。 

④ ③を型に流し、冷やし固める。固まったら型からはずし、オ

レンジを飾る 

【栄養成分（１人分当たり）】 
エネルギー153Kcal／たんぱく質4.0g／脂質8.4g／

食物繊維0.6g／塩分0.1g 

●問合先　健康増進課 
「豆乳オレンジババロア」 

食生活改善推進協議会がお届けする 

　ももきね　美濃の国の 
　高北の　くくりの宮に 
　日向尓　行靡闕矣 
　ありと聞きて　我が行く道の
　奥十山　美濃の山 
　なびけと　人は踏めども　
　かく寄れと　人は突けども
　心なき山の　奥十山 
　美濃の山 
（『万葉集』巻十三、三二四二
歌、詠み手不明） 
　今回から歴史探訪と題し、
市内各地の歴史を紹介します。第1回は久々利です。 
　日本最古の歌集『万葉集』の中に、久々利を詠んだと思
われる歌があります。歌の内容は、恋い慕う人のいる八十
一隣（くくり）の宮へ向かう道の奥十山が障害となっている
ので、それがなびいてほしい、寄ってしまえと願う歌だと解
釈されています。この「くくりの宮」は、景行天皇が「泳宮（く
くりのみや）」に住む弟媛を妃にしようという『日本書紀』の「泳
宮」と同一の場所とされ、現在の久々利にあたるといわれ
ています。 
　写真はこの歌が刻まれた碑で、享保年間（1700年代）に
久々利の俳人安在海宜が建てたと伝えられています。現
在もの泳宮の敷地の中に建っています。 
　この歌は『可児市史』第5巻に掲載されています。 
●問合先　市史編さん室　（総合会館４階） 

～豆乳で作るヘルシーなデザートです～ 

●問合先　環境課 

　春の訪れを感じると、外へ出掛けたくなりませんか。

いつも車で通っている道でも、歩いたり自転車で通ると、

季節の匂いを感じたり、今までと違う街の風景に出会え

たりと、さまざまな発見がありますよね。 

　最近では、環境問題への関心の高まりとともに、排出

ガスなどの公害が無い自転車が、エコな移動手段として

注目を浴びています。自転車は通勤・通学等の交通手段

として、また、健康・体力づくりのためのスポーツ・レ

クリエーションの用具として、年齢・性別を問わず日常

生活に広く利用されています。 

　この機会に「車に乗らな

い」という選択肢を考えて

みませんか。環境のため、

健康のためにも近距離なら

ば徒歩や自転車を利用して

移動するように心がけまし

ょう。 

・すこしなら　車使わず　歩こうね 
・日曜日　今日は車も　お休みだ 
（第8回環境フェスタ環境川柳より） 

くくりのみや 

車の運転をひかえて 
「コマメ」にバスや 
自転車を利用しよう。 

泳宮万葉歌碑 



広報かに ２００８.４.１��

　「可児市男女共同参画に関する市民

意識調査」の結果が出ました。男女平

等の意識はずいぶん普及してきましたが、

家事や育児を女性の役割と考えている

人も少なくないようです。 

　わが身を振り返ってみても、仕事と家

庭をうまく両立させたいとは思いつつ、

実際には家事や育児など多くを家族に

頼っています。 

　家族間の役割分担はそれぞれの家庭

環境によっても異なり、一様ではありま

せん。ただ、どんなときでも人としてお

互いを思いやり、助け合える家族であり

たいと思います。 （康） 

広報かには、ボランティアグループ
により音訳されています。音訳版の
広報を希望する人は、図書館本館に
ご連絡ください。 

編集後記 

図書館だより 
本　　　館　蕁烝5120 
　　　　　　（火曜～金曜　午前１０時～午後７時） 
　　　　　　（土曜・日曜　午前１０時～午後５時） 
帷 子 分 館　蕁烽8530 
桜ケ丘分館　蕁焉3473 
　　　　　　（分館は全日　午前９時～午後５時） 
http：//www.tosyokan.kani.gifu.jp/

展示のご案内 

休館日 

 

４月２３日は子ども読書の日、 
４月２３日～５月１２日はこどもの読書週間です 
　図書館では、毎週土曜日に「かにっ子タイム」がありま
す。絵本の読み聞かせ、紙芝居、ストーリーテリング（お話）
などを行っています。幼児（３歳以上）、小学生対象です。
子どもの本に関心のある方など、大人でも参加できます。 
　また、平日の午前中には「ちびっこかにっ子タイム」が
あります。０歳～３歳くらいまでを対象に、赤ちゃん絵本
の読み聞かせ、絵本の紹介、手遊び、歌遊びなどを行い
ます。 

＜かにっ子タイム＞ 
○本館、帷子分館　毎週土曜日午後２時～ 
○桜ケ丘分館　毎週土曜日午後２時１０分～ 
　※時間が変わりました 

＜ちびっこかにっ子タイム＞ 
○本館　第２・４木曜日午前１１時～ 
○帷子分館　第２・４木曜日午前１０時３０分～ 
○桜ケ丘児童センター　第１・３・５水曜日午前１１時３０分
　※場所と時間が変わりました 

　４月２３日からこどもの読書週間が始まります。子ども
の本は、心の栄養になり、生きる希望や勇気をも与えて
くれます。絵本の読み聞かせを通じて、物語の楽しさや
お話を分かちあう喜びを、多くの子どもたちに伝えてい
きましょう。 

【本館】毎週月曜日、２５日（金） 
【帷子分館・桜ケ丘文館】 
毎週月曜日、２５日（金）、２９日（祝）、 
５月３日（祝）～６日（振休） 

●「本の読み比べ」展 
　４／１（火）～４／１８（金）（本館） 
●「華麗で多彩な犬山焼き徳利・盃」展 
　４／２２（火）～５／３（土）（本館） 
●「指で折りなす和の文化　折り紙作品」展 
　４／２４（木）まで（帷子分館） 
●「子どもの絵手紙教室作品展パート２」展 
　４／２４（木）まで（桜ケ丘分館） 

M E D I A 　 I N F O R M A T I O N

　3月に刊行された可児市史第5巻資料編（古代・
中世・近世）・第6巻資料編（近・現代）の内容や見
どころを紹介します。 
★シリーズ：図書館だより 

4／5（土）～11（金） 

●市史の新刊発売中！ 

　行事や講座の参加者募集など、生涯学習に関す
る様々な情報をお伝えします。 
★シリーズ：学校めぐり 

4／12（土）～18（金） 

●うるおいライフ 
　情報いろいろ！うるおいライフ特番 

　可児市の平成20年度の予算概要と主な事業
を取り上げて、新年度で行う「まちづくり」をお知
らせします。 
★シリーズ：我ら！多文化共生 

4／19（土）～25（金） 

●平成20年度のまちづくり 

　国際交流の拠点となることが期待される可児
市多文化共生センターがオープン。施設の内容
やオープニングイベントの様子をお伝えします。 
★シリーズ：好きなのはカニダー 

4／26（土）～5／2（金） 

●フレビア始動！ 
　～多文化共生センター～ 

ケーブルテレビ可児 （アナログ7ch、デジタル12ch） で毎日放映中！！ 

●FMでんでん 

楽しい音楽とともに、市からの情報を提供しています。 
ぜひお聞きください。 

「FMでんでん」にて放送！ 

76．8MHｚ 毎週月～金曜日 
午前9時～9時15分 
午後5時～5時15分（再放送） 

７：３０・１２：００・１９：００・２０：３０・２２：００ 
（土・日曜日は１４：００にも放送） ※番組の内容や時間は変更することがあります。 

KANI city インフォメーション 

● 4／11（金） 

春里連絡所・公民館・・・・・・・･･・・･ 2：10～2：50 

光陽台四丁目公園・・・・・・・･･・･・･ 3：00～3：40 

西可児中学校・・・・・・・・・・・・・･･･・・･ 3：50～4：30 

● 4／15（火） 

みずきケ丘三丁目公園・・・・･･・・･ 1：30～2：00 

今公民館・・・・・・・・・･･・・・・・･･・・・・・・･ 2：10～2：40 

清水ケ丘集会所・・・・・・・・・・････・・･ 2：55～3：30 

南帷子小学校・・・・・・・･・・・・・･・･・・･ 3：45～4：30 

● 4／16（水） 

柿下公民館・・・・・・・・・・・･･・・・・･･・・･ 1：30～2：00 

緑ケ丘二丁目バス停・・・・・・･･・・･ 2：10～2：50 

広見東連絡所・公民館・・・・・･･・・･ 3：05～3：30 

東明小学校・・・・・・･･・・・・・・・･･・･・・･ 3：45～4：30 

● 4／18（金） 

奥山台あすなろ公園・・・・・・・･・・･ 1：30～2：05 

星見台・・・・・・・・・・・･･・・・・・・・･・･･・・･ 2：20～2：50 

松伏団地・・・・・・･･・・・・・・・･･・・･･・・･ 3：05～3：35 

旭小学校・・・・・・・・・・・・・･･・・・・･･・・･ 3：50～4：30 

● 4／22（火） 

桂ケ丘二丁目バス停・・・・・・・･・・･ 2：00～2：50 

桜ケ丘西友駐車場・・・・・・・・･･・・･ 3：05～3：40 

桜ケ丘小学校・・・・・・・・・・・・・・･･・・･ 3：50～4：30 

● 4／23（水） 

福寿苑・・・・・・・･・・・・・・･･・・・・・･・･・・･ 1：30～2：00 

大平公民館・・・・・・・・・・・･･・・・･･・・･ 2：15～2：45 

広見小学校・・・・・・・･・・・・・・･･・・・･ 3：05～3：50 

しらさぎ団地・・・・・・・・・・・・･･・・・・･ 4：05～4：30 
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中国から伝わったモモを、長い年月をかけて観賞用に花を品種改良した

ものが、ハナモモです。 

４月上旬、白、桃、緋紅色などの愛らしい花を咲かせます。 

　（川合・川合公園） 

　帷子公民館でパソコン講座の講師を務める北野さん。

会社に勤めていた頃に脳梗塞を患い、左半身にハンディ

キャップがあります。定年退職後、地域社会の役に立て

ばと、独学でパソコンのレベルアップを図り、昨年１１月

から、帷子公民館でパソコン基礎講座の講師として活躍

しています。「まだ始めたばかりなので、緊張しますが、

生徒さんの分かったという笑顔が励みになります」と話

す北野さん。時々説明が速くなってしまうのでと反省し

つつ、まだまだ勉強して、より分かりやすい講義を心掛

けたいと、さらなる意欲を燃やしています。 

ハナモモ（花桃） 

No.618 ２００８年４月１日号 

市の人口　１０２,９１９人 （男／５１,２４５人　女／５１,６７４人）　世帯数　３７,８５４世帯　（３月１日現在） 
 （前月より７３人増・８１世帯増、昨年同月より１,０３１人増・８３９世帯増） 
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広報かには古紙配合率１００％・白色度８０％再生紙を使用しています。 
大豆油インキで印刷されています。 

表紙の人 
　北野　好雄さん 
　（帷子公民館　会議室にて） 

ハナモモ（花桃） 


